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失われた記憶と幸せな日々












　男は、背中の痛みで目が覚めた。

（ここは……どこだ？）

　まるで靄もやがかかっているように、頭の中がはっきりしない。

　壁一面に書棚がある小さな部屋のベッドに、男は横になっていた。建ってから長い年月が経っているのか、壁や天井の木材は黒ずんでいる。

（俺の部屋……ではないよな。あれはハーブってやつか？）

　天井の梁はりにはたくさんの草花がつるされていた。一つひとつにリボンが結ばれていて、日付が書きこまれている。おそらく干し始めた日なのだろう。

（部屋の主は几帳面な性格のようだな）

　寝返りを打とうとしたが、背中が痛んで動けなかった。

（いてて、傷が……。……傷？　どうして？　どこでだ？）

　記憶を辿たどろうとしたが、なにも思い出せない。男は一気に血の気が引いた。

「……俺は、誰だ？」

　信じられないことに、自分の名前さえ思い出せない。

　自分に関する情報を見つけたくとも、頭の中のどこを捜したらいいのかわからないというような状態だ。

（落ち着け、落ち着け）

　男は深呼吸をした。周囲を見回し、部屋の中にある物の名前を上げていく。

「本、花瓶、はさみ、靴……」

　物の名前は、大体わかる。本棚にある本の題名も読めるから、文字もわかるようだ。

（わからないのは自分のことだけか？）

　痛みに顔をしかめつつ、起き上がるためにもがいていると、枕から花のような香りがした。男はぎょっとして、息を呑む。

（……女のにおい？）

　男の自分から、こんな優しい香りがするわけがない。このベッドはおそらく女性のものだ。

（ますますわからなくなったぞ？　記憶喪失の男が、女のベッドで寝ているって、どんな状況だ？）

　途端に心臓がバクバクと高鳴り、顔が熱くなる。

（なんだ、このうぶな反応。俺、絶対、女慣れしてないだろう）

　記憶がないのに、それだけは確信できた。

　結局起き上がれないまま、男がパニックになっていると、扉の開く音がした。

「目が覚めたの？」

　女性の声がした方向に、男は視線だけを向ける。

　現れたのは、黒色の長い髪をひとつの三つ編みにした、二十歳前後の若い女性だ。

　丸い輪郭に、ぱっちりとしたアーモンド型の目。青い瞳がキラキラと輝いている。鼻はあまり高くなく、そこが彼女を素朴に見せる。身に着けているワンピースは小麦色で、白いエプロンには煮出し汁のような緑っぽいシミがついていた。

　落ち着いた印象があり、ものすごく美人というわけではない。なのに、男の目は彼女に釘付けになった。胸がドキドキと高鳴り、喉の乾くような感覚に襲われる。

　彼女の小さな口は、男を見てほっとしたように上向きに弧を描いた。

「よかった。体調はどう？　痛みは？」

「あの、君は……」

　男の呼びかけに、彼女は不思議そうな顔をした。

「どうしたの？　フィル」

　熱を測ろうとしたのか、彼女は男の額に向けて手を伸ばす。しかし男は触れられることに動揺し、顔を背けてしまった。彼女は傷ついたように眉を寄せ、男はますます焦る。

「ち、違う。その、誤解しないでくれ。触られたくないわけではなくて。ただ、その、……わからないんだ。俺は、誰なんだ？」

　弁明しようと焦るあまり、しどろもどろになっていく。彼女は男の言葉を聞いて、怪訝けげんそうに眉を寄せた。

「……フィル？」

「フィル？　それが俺の名前か？　覚えていないんだ。目が覚めたらここにいて、自分のことがなにもわからない」

　正直に言うと、彼女は表情を曇らせたまま黙った。傷つけてしまったのかと、申し訳ない気持ちになる。

　彼女はやがて、思いのほか冷静に切り出した。

「……記憶を、失っているのね」

「そうだ。自分のことも、家族も、誰のことも思い出せない。……君のことも」

「そう。あなたの名前は、フィル。私の……恋人よ」

　彼女の発言に、男は瞬まばたきをする。確かに彼女を見た瞬間、心惹かれるものがあった。しかし、自分が、誰かの恋人であるという事実がしっくりとこない。

「恋人……君が？」

「ええ。私たちは結婚の約束をしていて、もうすぐ一緒に暮らす予定だったの。……昨日あなたは馬車にぶつかって、ここに運ばれてきたのよ」

「事故？　馬車と？」

　では、この背中の痛みはその時の怪我なのだろうか。

「心配しないで。私は薬師なの。ちゃんと手当てはしてあるわ。ただ、傷が深かったから、起き上がれるようになるには、しばらくかかると思う」

　彼女はベッド脇にしゃがみ、男──フィルの手を握った。

　細い指はかさついていて、冷たかった。温めてやらねばいけないような気がして、フィルは彼女の手を握り返す。

「すまないが名前を教えてくれないか」

「だから、フィルよ」

「そうじゃなくて、君の……」

　彼女は目を丸くした。自分の名前を聞かれているとは思わなかったようだ。

「ああ、私のね」

　彼女は目を伏せ、少しの沈黙のあと、顔を上げた。

「アガサよ。アガサ・ロングハースト」

「そうか……アガサ」

「なに？」

　彼女の名前を呼ぶと、当たり前のように返事をされる。それだけのことなのに、フィルは胸が温かくなった。記憶を失っていても、自分はひとりではないのだ。

「君がいてくれてよかった」

　安堵とともにフィルが本心から告げると、見る見るうちにアガサの目に涙が湧き上がり、頬を伝っていく。

「ごめんなさい」

　彼女は慌てて袖口でそれをぬぐうと、必死に笑顔を作った。

「生きていてくれてよかった……フィル」

　瞳を潤ませた彼女はとてもかわいらしく、フィルはドキドキしすぎて、息が止まるのではないかと思った。






「俺のことをもっと教えてくれないか？」

　アガサが泣きやんだのを確認して、フィルはそう切り出した。

「私が現場を見ていたわけではないから、事故については、詳しくわからないの。仕事をしていたら、怪我をしたあなたが運ばれてきたのよ」

「仕事？　さっきは薬師と言ったな」

「ええ。裏の畑で薬草を育てていて、薬に加工して雑貨店に売っているの」

　アガサが部屋の天井に目をやる。あれがその薬草なのだろう。フィルは納得し、頷いた。

「運ばれてきたとき、あなたは意識がなく、背中の傷からは血がたくさん出ていて……死んでしまうのではないかと、とても怖かった」

　怯えたような表情で語るアガサの姿を、痛ましいと思うと同時に、フィルは疑問を覚えた。普通ならば、血を流している人間はその場から動かさず、医者を呼ぶものじゃないだろうか。それとも、よほど近くにアガサの家があったのだろうか。

「なぜここに運ばれたんだ？　俺の家は近くにはないのか？」

「あなたはこの町に住んでいないのよ。大工でね。いろんな町を転々としているから、決まった家は持っていないわ。仕事の区切りがつくと、いつも私に会いに来てくれていたから、発見した人が私の家に連れてきてくれたの」

「大工？」

　フィルは自分の手を見つめる。何度もマメを作ってはつぶしたのだろうと予想できるくらい、手のひらは硬い。体が資本の職種についていることに違和感はない。

（だが、大工……？　ピンとこないな）

　疑問を頭の中でめぐらせていると、ふと視線を感じた。見れば、アガサがこちらを睨にらんでいる。

「な、なんだ？」

「すごく心配したんだから」

「そ、そうか。悪かった」

　口をふくらませて怒っている仕草もかわいい。

　フィルは焦る。こんなにときめいてばかりいたら死んでしまう。

「家がないのはわかったが。親はいるだろう？　実家もないのか？」

「あなたのご家族はもう亡くなっていると聞いたわ。物への執着がなかったみたいで、荷物もほとんどないのよ」

「家なし、家族なしってやつか。まあ、安宿を拠点として生活する労働者はいるな、俺もそのひとりってことか」

　そう言ってから、社会通念は記憶から失われてはいないのだなと思う。

　ただ、しっくりはこない。根なし草のような生活をしている自分が、想像つかないのだ。

「困ったな。では帰るところはないのか」

「なにも困りはしないわ。ここにいればいいのよ。もともと結婚して一緒に暮らす予定だったんだもの。同居が早まったと思えばいいわ」

「しかし、君に迷惑をかける」

　今寝ているベッドはアガサのものだろう。占領してしまっては、彼女が休めない。

　アガサは静かに首を振る。

「迷惑なんかじゃないわ。私はあなたの妻になるんだもの。あなたのお世話ができるのはうれしいの」

「アガサ」

　そんな健気なことを言われて、うれしくない男などいない。フィルは言葉を交わすたびに、アガサのことが好きになっていく。

　アガサは微笑むと、フィルの手をそっとさすった。

「無理しないで。今は体を治すことだけを考えましょう？　まずは栄養をつけないと。スープを持ってくるわね」

　アガサは一度部屋を出て行き、しばらくして、湯気が立ちのぼる皿の載ったお盆を持ってきた。お盆を棚の上に載せ、フィルを起こすために手を貸してくれる。

「……っ」

「大丈夫？」

　体を少し動かすだけで、背中に脈打つような痛みが走る。しかし、支えてもらったおかげで、今度は体を起こせた。傷口がベッドの背もたれに当たらないように、両脇にクッションを入れてもらうと、ずいぶん楽になる。

　アガサは、ベッドの脇に丸椅子を置き、先ほどのお盆を持ったまま座った。スープ皿の中には、琥珀色の液体と煮込まれた野菜がゴロゴロと入っている。

「いいにおいだな」

「ええ。まずはスープからどうぞ。はい、あーん」

　躊躇ちゅうちょなくスプーンを差し出され、フィルはぎょっとする。

「は？　え？」

「体を動かすのもつらいでしょう？　食べさせてあげる」

　アガサはさも当然というように、スプーンにふうふうと息を吹きかける。

　見ているだけで、ドキドキしてしまう仕草だ。アガサの小さな口が、キスをねだるようにすぼめられると、ただ冷まそうとしているだけなのだと理解していても心臓がバクバクしてくる。

「はい、あーん」

「う……、あーん」

　フィルは顔を真っ赤にしつつ、口を開けた。気恥ずかしいが、内心喜んでいる自分がいる。口に広がるスープの味もよくわからないくらいで、通っていった喉や胃が、温まった感覚だけが残った。

「おいしい？」

「ああ」

「よかった。はい、もうひと口」

　二口目は少し慣れてきた。じっくり煮込まれたのだろう。野菜の甘みがスープの中に溶け込んでいる。

　結局、最後までアガサに食べさせてもらったが、彼女は嫌な顔ひとつしなかった。

（俺は、……幸せだな。記憶もなく家族もいないのに、孤独じゃないなんて）

　なのに、こんなにかわいい恋人の名前さえ忘れるなんて最低だ。自分にたまらなく腹が立つ。

「……すまない」

　自分が逆の立場だったら、きっと傷つくだろうと思い、フィルは素直に謝罪する。

　アガサは小さく首を振ると、優しくほほ笑み、フィルの両手を握った。

「私は、あなたが生きていてくれただけで、……それだけでいいの。今のあなたにとって、私は知らない人間かもしれない。だから困惑するのはわかるわ。でも、帰るところもないのだし、ここにいてほしいの。怪我を治すことに専念して。お願いよ」

　切なげに見つめられると、胸がしめつけられる。

「すまない」

　項垂れたフィルを励ますように、アガサはフィルの手を自分の頬に当てた。

「私はこれだけで充分」

　フィルは彼女を抱きしめたい衝動に駆られたが、記憶のない自分にそれが許されているのかわからず、ただ黙って彼女を見つめていた。






　腹が満たされたせいか眠気が訪れ、フィルはそのままベッドに横になった。

　次に目を開けたとき、アガサが部屋の片隅でなにかの作業をしていた。カタカタと陶器がこすれ合うような音がする。

「起きたの？　フィル」

「ああ。今は」

「夜よ。お水でも飲む？」

「いや……」

　スープを飲んだのが何時間前なのかわからないが、腹は減っていなかった。

「アガサは休んでいないのか？」

「私は平気よ。それより、起きたのなら薬を塗りましょうか。背中を向けられる？」

「ああ」

　うつぶせになろうとしただけで、強い痛みが走る。顔をしかめたフィルを、アガサが優しく支えた。

「ゆっくりでいいの。手伝うわね」

　彼女の手を借り、体を横に向ける。背中なだけに自分で傷口を見ることが叶わず、どのくらいひどい状態なのかもわからない。

「服を脱がせるわね」

「ああ」

　アガサがフィルのシャツのボタンを一つひとつ外していく。彼女が密着するほど近づくと、ベッドから香ったのと同じ花のような香りがした。

　フィルはなんだか悪いことをしているような気分になった。好きな女に服を脱がされるという状況に、若干興奮してしまっている。

　シャツが取り払われ、背中を覆うように巻かれていた包帯を、アガサが丁寧に外していく。彼女の手が自分の体に触れるたびに、下半身に熱が集まっていくのを感じて、勝手に気まずくなってくる。

「次はうつぶせになって」

「ああ」

　支えてもらいながらうつぶせになると、アガサはどろりとした液体をフィルの背中に落とし、指で広げた。

「う、っ」

「痛い？　しみるかしら。でもこの薬はよく効くのよ。我慢してね」

　子供に言い聞かせる母親のような口調だ。背中を伝う指先に欲情しているのは自分だけなのかと思うと、ますます情けない気持ちになってくる。

「すまない……」

「フィル、謝ってばかりよ。気にしないでって言っているじゃない」

「ああ」

「はい。これでいいわ。包帯を巻き直すから、体を起こすわね？」

　アガサがフィルの上半身を支えるように腕を回す。体を動かした拍子に、はらりと下半身を覆っていた毛布がはだけ、フィルの興奮の証が下穿きを押し上げているのがあらわになった。

「あ……」

　バツが悪くなってアガサを見れば、彼女も顔を真っ赤にしている。

「わ、悪い」

「いいえ……」

　アガサは慌てて毛布を引き上げ、フィルの下半身を隠した。そして手早く包帯を巻きつける。

（やばいな。全然収まらない……）

「はい、できたわ。あとはゆっくり休んでいて」

　アガサは早口でそうまくしたてると、そそくさと部屋を出て行ってしまった。

「……やってしまった」

　フィルは毛布をかぶり、頭を抱えた。

　思い出すのは、アガサのことばかり。話すときに時折見える赤い舌に情欲をそそられ、冷たい指先が手当のために肌を滑るのにさえ、興奮してしまった。

（口に出したら、嫌われる……）

　いつまでたっても収まらない自分の欲に翻弄されたまま、フィルは悶々と毛布にくるまっていた。






　アガサとの共同生活が始まって、一週間が経過した。

　背中の傷はフィルが思うよりもひどく、三日間は寝室とトイレの移動にも、アガサの手を借りなければならなかった。しかし、持ち前の回復力のおかげか、四日目からは起きていられる時間が増え、家の中も歩き回れるようになった。

　おかげで、この家の間取りについてもすっかり頭に入った。

（玄関からすぐ居間につながり、右側に台所、左側に寝室がある。正面奥に風呂。その先の勝手口から外に出ると、別建てのトイレがあり、さらに奥には畑がある）

　ひとり暮らし向けの家のようで、どの部屋も小さめだ。

（俺がベッドを占領している状態で、アガサはどこで休んでいるんだ？　まさか、このソファで寝ているのか？）

　居間に置いてあるソファは、女性ひとりなら、横になれるくらいの大きさはある。

「アガサ、ちゃんと休めているのか？」

　フィルが問いかければ、アガサは作業の手を止め、頷いた。

「大丈夫よ。もともと、仕事が立て込んでいるときはソファで寝ているの」

「しかし、それじゃあ疲れが取れないだろう？」

　それでなくとも、フィルはアガサが眠っている姿を見たことがない。朝方早くに目覚めて用を足しに行くと、アガサはまだ薄暗いというのに薬草畑にいる。

「朝も早いし、夜も遅くまで起きているだろう。いったいいつ休んでいるんだ」

「ちゃんと寝ているわ。昔から、睡眠時間は少なくても大丈夫なの。それより、あなたこそちゃんと休んで。完治には遠いわよ」

「俺は……」

　大丈夫だと言いたいが、治療を一手に引き受けてくれているアガサに反抗するわけにもいかない。

「……寝てばかりいるのも体がなまる。せめて、君の仕事の手伝いをさせてくれないか」

　フィルの申し出に、アガサは少し戸惑った様子だ。

「仕事？　……でも」

「座ってできることとか、あるだろう？」

「そうね。じゃあ」

　彼女はフィルに、隣に座るように言った。

　そこにはすり鉢と乳棒がある。緑色の粉が中に入っていた。

「薬草をすりつぶして粉にしているの。これをお願いできるかしら」

「わかった。任せろ」

　アガサは、テーブルの上に置かれていた乾燥した草を、葉と茎と根に分け始めた。葉を千切って細かくし、さらに刻んですり鉢の中に追加する。

「葉と根では効果が違うの。葉のほうはすりつぶして、茎は小さく刻んで葉のほうに混ぜていいわ」

「こうか？」

　フィルはすり鉢に入った葉をゴリゴリとすりつぶす。

「やっぱりフィルは力が強いのね。私がやるより早く粉になるわ」

「そうか？」

　単純だが、褒められればうれしい。フィルは調子にのって次々と薬草を粉状にしていき、アガサはそれを種別ごとに薬包紙に包んで、薬棚の引き出しに入れていく。

「このあと配合して、薬を作るのよ」

「へぇ。おもしろいな」

「薬は多すぎれば毒にもなるし、飲み合わせによって、いい効果をもたらす場合と悪い効果をもたらす場合があるの。危ないから、勝手に触らないでね」

「わかった。それにしても、アガサはすごいな」

　フィルは感嘆の息を漏らす。淡々と薬の説明をする彼女は、自立した女性といった感じだ。多くの知識を持っているのがうかがい知れる。

（それに比べて俺は……）

　寝ていることしかできない自分を思うと、焦りに似たなにかが胸に迫ってくるが、首を振って追い払った。今は体を治すことを優先しなければならない。

「死んだ母も薬師だったの。小さいときから教えてもらっていたから頭に入っているだけで、別にすごくはないのよ」

「君も、母親を亡くしているのか？」

「ええ。私も、両親ともいないわ。……あなたと一緒ね。私たちは、孤独を埋め合うように、ひかれあったのかもしれないわ」

　そうかもしれない。まるで運命のようだとフィルは思う。

「道半ばで死んだ母の夢をかなえたいの。医者に診せるお金がない人たちを、自分の薬で救うのよ。だから、……あなたの傷も私に任せて。絶対に治すから」

　彼女の頼もしい笑顔に、胸が温かくなる。身寄りのない人間や無一文の人間にとって、彼女のような人がいてくれるのは救いだろう。

「……君と、こうしているのは楽しいな」

「え？」

「記憶がないのが惜しい。君のことなら、なにひとつ忘れたくなかった」

　アガサの頬が見る見るうちに赤く染まっていく。普段、大人びている彼女が見せる、驚いたような表情は、思いがけずかわいかった。

「照れている？」

「もうっ、からかわないで」

「からかってなんかないさ」

　フィルは笑い、彼女に手を伸ばす。

「……キスを、してもいいだろうか」

　言葉が、考える前に口からこぼれていた。彼女の返事を聞く前に、フィルは彼女の吐息がかかるところまで近づいていた。

「も、もちろ──」

　彼女の返事を遮ったのは、当然ながらフィルの唇だ。
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「今日で二週間か……」

　背中の傷は完治にはまだかかりそうだが、もうだいぶ痛みは和らいでいる。起きている時間が増え、軽い体操くらいならできるようになっていた。

　しかし、記憶のほうは全然戻る気配がない。もどかしさに焦燥しょうそうに駆られるものの、どうすることもできず、フィルは自分を持て余していた。

　今日は、珍しくアガサが外出している。これまで作った薬を、雑貨屋へ卸しに行くのだそうだ。

　フィルは体を動かしたくて、家の中の掃除を始めた。もともと体は頑丈なようで、痛みがあっても、動かすことには支障がない。

「このくらい動けるなら、仕事だってできるんじゃないか？」

　大工の仕事内容に関してはまったく思い出せないので、同じ職種につくことは無理かもしれないが、これだけ筋肉のついた体があるのだ、力仕事ならなんでもできるだろう。

（まずは心配性のアガサに、もう動けるところを見せなければな）

　そう思い、家中をピカピカに磨き上げる。大体終わったところで、フィルは額ににじんだ汗をぬぐった。

（なんというか、余計なものの無い家だな）

　この家にあるものは、生活必需品か薬関係のものばかりだ。服だって最小限と言えるだろう。

（洒落っ気のあるものと言えば、あれくらいか）

　薬草は、寝室にも居間にもたくさん干されていて、順番に薬へと加工されていく。しかし、この二週間、まったく使われない花束がひとつだけあることに、フィルは気づいていた。

　すでにドライフラワーとなっているのでもとの色はわからないが、黄色い花床に数枚の花びらがついている小さな花だ。十本がひとまとめにされ、リボンで結ばれている。

　この部屋で年頃の女性らしさが垣間見えるのはそれくらいだ。

（なんていう名の花なんだろう……）

　フィルがぼんやりと考えていると、アガサが帰って来た。

「お帰り、アガ……」

「なにをしているの！」

　第一声で怒られて、フィルは目が点になる。

「なにって、掃除だ」

「寝ていなきゃ駄目じゃない」

「大丈夫だって。もう動けるよ」

　実際、まだまだ疲れてなどいない。しかし、アガサは不満げにフィルの手から、雑巾を取り上げた。

「駄目よ、ちゃんと休んでいないと」

「過保護だな。大丈夫だよ。むしろ寝てばかりのほうが体に悪い」

　フィルは筋肉の程よくついた二の腕に、力こぶを作って見せる。

「せっかくの筋肉も使わなきゃ落ちちまう」

「痛くないなんて嘘だわ」

「ひきつるような痛みはあるよ。でも、背中の脈打つような痛みはもうない。俺は直接見えないが、だいぶ治っているんだろう？」

　不思議なことに、傷に関しての感覚がフィルにはあった。この程度なら大丈夫という経験則のようなものが。

「そのうち、仕事も見つけたいって思っている」

　しかし、アガサはかたくなに首を振るばかりだ。

「駄目。もう大工はしないで。私とここにいて」

「大工はできないよ。記憶も戻ってないし。でも、簡単な力仕事ならできると思うんだ。結婚するなら金が要るだろ？　いずれ子供だってできるかもしれないし……」

「それでも！　今は駄目！」

　フィルは目を見張った。アガサの目に、涙が浮かんでいるのだ。

「アガサ、俺は……」

「聞きたくない！」

　優しく呼びかけるフィルの言葉を遮って、アガサはそっぽを向き、外へと出て行った。

　フィルはその後ろ姿を見送りながら、わずかな違和感を覚えていた。

（なぜ、こんなにかたくななんだ？）

　アガサが自分のことを心配してくれているのはわかる。だが、夫となる男に無職でいてほしいと思う女性がいるだろうか。

（それとも、俺はそんなにひどい状態だったのか？　だとしたら、医者を呼ぶほうがよかったはずだ）

　そもそも、薬は時間のかかる治療法だ。そこまで危機的な状況だったなら、医者に傷口を縫合してもらったほうがいい。

　しかし、そんな疑問にもすぐに答えが出る。

（そうか。医者は金がかかるからか）

　半自給自足の質素な暮らし。ここ半月の間に見たアガサの暮らしはそんなものだ。

　医者にかかるような金を捻出することはできなかったのだろう。

（アガサが過保護になるのも当然か。……迎えに行こう。俺が悪かった）

　フィルは外に出てアガサを捜した。周囲を見渡し、見当たらないので裏の畑のほうへ向かう。途中で、白い花弁の小さな花が群生しているのを見つけた。

「これは」

　天井にずっと干されている花と形がよく似ている。近づいてみると、リンゴのような香りがした。

　フィルは茎を長めにとって一本摘み、再びアガサを追った。

　彼女は畑の真ん中にじっと立っていた。こちらに背中を向けているので、表情まではわからない。

「アガサ」

　フィルの呼びかけに驚いたように体をびくつかせ、おそるおそる振り向く。

　目と鼻の頭が赤い。何度か見ているのでわかる。これはアガサが泣くのを堪えているときの表情だ。

「……怒鳴ってごめんなさい。あなたの気持ちも考えず……その」

　アガサはためらいながらもフィルに頭を下げた。

（謝るのは、こっちのほうだ）

　アガサはこれまでなんの不平も言わず、フィルの治療に専念してくれたのだ。自分がゆっくり休めなくとも。なのに、怪我人が勝手に動き回っていたら、腹も立つだろう。

「いや、俺こそ悪かった。君に心配をかけたいわけじゃないんだ」

　強い風が吹く。そろそろ日が暮れるからか、寒くなってきた。フィルはアガサの盾になるように立ち位置を変えた。

「アガサ、指を出して」

「指？」

　フィルは彼女の左手を持ち上げ、先ほど摘んだ花を指輪に見立てて、茎を薬指に巻きつける。

「こんな風に指輪をはめて、君にプロポーズがしたかった。だから早く、仕事がしたかったんだ」

「指輪……？」

「ああ。相変わらず記憶は戻らないし、過去のことはなにひとつわからない。それでも、俺は君のことを好きになった。……どうかこの先も一緒にいてほしい」

　思いがけず、一世一代の告白をすることになり、フィルは照れくさくて仕方がない。アガサは最初きょとんとしていたが、やがて目に涙を浮かべた。

「……本当に？」

「ああ、いつもありがとう。君のことが好きだよ」

「うれしい」

　すぐ壊れてしまいそうな花の指輪を、アガサはまるで宝物のようにそっと右手で包んだ。

「あなたは記憶がなくても変わらないのね」

　アガサがくすりと笑う。

「付き合う前も、たくさんプレゼントを持ってきてくれたの。何度も。でも私、受け取らなかったのよ。あなたの気持ちが本気だなんて思えなかったし、私には過ぎたものばかりだったから」

「そ、そうか」

「でも、『役に立つものなら受け取ってもいいわ』と言ってみたら、この花……カミツレを摘んで花束を作ってくれた」

「そうだったのか」

　その時の花束が、居間に干されている花束なのだろう。大事にされているのがわかって、フィルもうれしくなる。

「ありがとう、うれしいわ」

　アガサの笑顔を見るとほっとする。フィルはごく自然に彼女にキスをした。

「フィ……」

　恥じらう姿も、花のような香りもすべて愛おしい。

「好きだよ、アガサ。大好きだ」

　フィルはだんだん、もっと触れていたい、触りたいという欲が止められなくなっていく。

「……ん、あ」

　だんだんと深くなる口づけに、アガサは抵抗するように口を閉じようとする。しかし、フィルはそれを許さず、舌で彼女の口内を蹂躙じゅうりんしていく。

　戸惑いながらも応えようと動く舌の動きが、フィルの欲をますますあおってくる。

（まずいな、抑えが効かない）

「きゃっ」

　フィルはアガサを抱き上げた。瞬間、背中に痛みが走ったが、それでも構わなかった。彼女を寝室に連れて行き、このまま抱いてしまいたい。

「離して、フィル。怪我が悪化したらどうするのよ！」

　わめくアガサを抱えたまま寝室に入り、いざ彼女をベッドに下ろしたとき、フィルはハタと気がついた。

「ひとつ、聞いてもいいか？」

「な、なに」

　アガサは自分が見下ろされていることに、完全に戸惑っている。

「俺たちは、どこまでいっていた？　その……キス以上のことをしていたのか？」

　フィルは今、アガサを組み敷いて抱きつぶす気満々だった。この際、背中の傷が開いても構わないとも思っていた。

「聞いてどうするの？」

「君を抱きたい……けれど、初めてだというなら、こんななし崩しには駄目だ。もっとちゃんと思い出に残るような……」

　見下ろされながら、アガサはくすりと笑うとフィルの鼻をつまんだ。

「ふがっ」

「ふふ。あなたは相変わらずロマンチストね。結婚まで約束したのよ？　なにもないわけがないでしょう？」

「では」

　フィルがほっとしたのもつかの間、アガサは彼の口を手のひらで押さえて、上半身を起こした。

「でも今は駄目よ。怪我が治るまではおとなしくしていて」

「もう治ったって」

「駄目。怪我の管理をしているのは私よ。言うことを聞きなさい」

「アガサ！」

「……お願いだから、怪我が悪化するような事しないで」

　フィルをなだめて、アガサは立ち上がる。

　もう少し食い下がりたい気もしたが、ムードは完全に流れてしまっていた。

「じゃあ俺の願いも聞いてくれ」

「なに？」

「なにもしないから、ただ一緒にベッドで寝てくれ。ひとり寝は……寂しいんだ」

　図体のでかい男が、情けないことを言っているとは思うが、仕方がない。本心だ。

「……わかったわ」

　アガサは微笑むと、まるで子供にするようにフィルの頭をそっと撫でた。






　その夜、フィルはアガサを抱き込んで眠った。小さなベッドにふたりはきついが、彼女の体温が心地よい。ずっとソファで眠っていた彼女は、やはり深寝ができていなかったのだろう。ベッドに入るとすぐに、寝息を立て始めた。

　フィルはそんな彼女の寝顔をただ眺めていた。

「かわいいな、アガサは。……かわいい」

　好きな女を抱きしめて眠る。それは多少の我慢が必要だが、とても幸福なことだった。

　これから先もずっと、こうして暮らしていけるのだと、この時のフィルは、疑ってもいなかった。

















不信感とわずかなほころび












　アガサから仕事をする許可をもらえなかったフィルは、彼女の監視のもと、薬草畑の世話を手伝うことになった。

「助かるわ、やっぱり男の人の力は強いわね」

「君の役に立っているならなによりだ」

　動けるようになって、ふたりでともに過ごす時間が増えてきた。

　朝は薬草畑の世話をして、夜はふたり一緒に夕食を作る。

「アガサは料理上手だな」

「慣れているだけよ。ひとり暮らしが長いから」

「そうか、ご両親が亡くなったのはいつなんだ？」

「十三歳のときね。……もう、五年も経つのね」

「アガサは十八なのか？」

　フィルは意外に思った。外見から、二十歳くらいなのかと思っていたのだ。

　十三歳という年齢でひとりになったのなら、さぞかし心細かっただろう。

「その時、君の側にいてやりたかったな」

　本心から言うと、なぜかアガサはくすりと笑った。

「なんだよ」

「いいえ。前から思っていたけど、あなたって見た目よりずっと優しいのよね」

「そうか？」

「そうよ。熊みたいな体格なのに、優しくて、……やっぱりロマンチストだわ」

　アガサが遠い目をする。遠くじゃなくこっちを見てほしいと願う自分は、やはり見た目に反してロマンチストなのかもしれない。アガサのほうがよほど現実的でドライな視点を持っている。






　翌朝、アガサが思いがけないことを言い出した。

「泊りの仕事？」

「ええ。鍵をかけていくから、誰かが来ても出なくていいわ」

「は……？」

　フィルは、一瞬あっけにとられる。

「外泊ってなんだ？　薬師の仕事でどうして……」

「貴族が主催する夜会に呼ばれているの。体調不良の人が出たときに処置する仕事ね。夜会は夕方から夜中まで行われるから、朝まで待機しなければならないのよ」

　フィルの胸に、言いようのない苛立ちが湧き上がる。

「そんな怖い顔しないで。仕事だもの、仕方ないでしょう」

「それはそうだが」

　仕事と言われてしまえば、それ以上駄々をこねることもできない。

　不満そうなフィルを気遣うような視線を向けつつも、アガサは身支度を整えて、家を出て行った。

　小さな家が静かになると、なぜだか急に心細くなる。

　なにかしていたくて、午前中は畑の草むしりにいそしんだ。雑草という雑草を抜きまくる。あまりに綺麗にしすぎて、アガサから怒られる未来さえ見える。それも一時間程度で終わってしまい、仕方なく家の中を動き回っていた。

　改めて見回しても、物が少ない家だ。仕事道具である薬品類や、乾燥薬草などは多いが、女性らしい小物はほとんどない。

「……でも、アガサっぽいんだよな」

　物は少ないのに、そこかしこにアガサらしさがある。たとえ留守中でも、ここはやはりアガサの家だ。

「だが……」

　逆に言えば、ともに暮らして半月以上経つのに、この家に、フィルらしさはない。〝フィル〟という人間の内面を表すようなものが、見当たらないのだ。

（そういえば、俺の荷物はなかったのか？）

　事故に遭って運ばれてきたと言っていたから、どこかに紛れて無くしてしまったのだろうか。

「俺個人を特定できるようなものは、なにもない……」

　ふと、そんな事実に気づき、ぞっとする。

　フィルはしばらく家の中を探したが、それらしいものはなにも出てこなかった。

　そうこうしているうちに薄暗くなり、台所に向かって夕食の用意をする。

（ひとりで食うと、なんの味気もないな）

　アガサがいると、なんでもごちそうのように感じられたのに、彼女がいないだけで、こんなにも世界は無味乾燥とする。

「夜も、長いな」

　アガサがいない。それだけで、なぜこんなに不安になるのか不思議だ。暗闇が怖い子供でもあるまいし、ひと晩くらいひとりで留守番できないはずがないのに。

「……明日は町に出てみるか。戻ってくるアガサと会えるかもしれないし」

　フィルはイライラしていた。記憶が取り戻せない焦りとは違い、もっと直接的で、地団駄を踏みたくなるような苛立ちだ。

　見苦しいこの感情に名前をつけるならば、きっと嫉妬というのだろう。
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　アガサは王都の西地区にあるチェンバレン伯爵邸を訪れていた。歴史のある古い建物で、敷地は広く、本館とは別建てのダンスホールがある。ふたつの建物の間には庭園があり、季節の花が競うように咲き乱れていた。

「やあ、薬師の嬢ちゃん。仕事かい？」

「こんにちは、おじさん」

　広い庭園の管理を一手に引き受けている庭師のハーヴィーが、屋敷に向かうアガサに声をかけた。

「ご苦労さん」

「おじさんこそ。いつ来てもこの庭は素敵ね」

「はは。ありがとうよ」

　はにかんだような笑顔は、壮年の男性を少し若く見せた。

　アガサと庭師がおしゃべりしていると、本館の二階の窓が開く。

「来ているのか、アガサ。無駄話をしていないで上がってこい」

　声をかけたのは屋敷の主人であるメイナード・チェンバレンだ。まだ若い青年で、肩までの赤毛を後ろでひとつにまとめている。

「メイナード様がお呼びだから行くわね」

「ああ。仕事、頑張ってな、嬢ちゃん」

「ええ。ありがとう」

　ハーヴィーに見送られながら、アガサは屋敷の中に入る。

　眼鏡をかけた執事が出迎え、メイナードの部屋まで案内してくれた。

　メイナードは、椅子の背もたれに身を預け、足を組んでいた。紫色の瞳が、睨むようにアガサを捉える。

（相変わらず偉そうね）

　内心では辟易へきえきとしながら、アガサは頭を下げる。

「遅いぞ、アガサ」

「約束の時間よりは前です。夜会には十分間に合います」

「ふん。まあいい。座れ。どうだ？　……思い出していないのだろうな」

　促されて、客用のソファに腰掛ける。

「どっちのことですか？」

「どっちもだ」

「大丈夫。ふたりとも、なにも覚えていません。話していてわかるわ」

　できるだけ無表情に、目を伏せたまま告げる。

　メイナードは探るようにアガサを見つめる。彼はいつも、アガサが裏切らないか疑っているのだ。

「今日は、『客』がいる。夜会中盤になったらいつもの場所に待機していろ」

「わかりました」

「この舞踏会で懇意こんいになった女性のことを忘れさせるんだ。記憶を消しすぎれば、怪しまれるからな、頼むぞ」

「私は、この異能を使いこなせているわけじゃないもの。結果までは保証できません」

「ふん」

　メイナードがベルを鳴らすと、お仕着せ姿のメイドが、ふたりやって来た。

「彼女に着替えを」

「はい。お嬢様、こちらに」

　メイドたちは慣れた様子で、アガサを浴室へと連れて行った。体中を磨かれ、かつてこの屋敷の女主人が着ていたというドレスを、今風の着こなしで着付けられる。こうして身支度を整えられ、化粧を施されれば、アガサもどこからどう見ても貴族の令嬢だ。

　夜会には、薬師として呼ばれているわけではない。異能を使って、対象者の記憶を消すこと。それがアガサに与えられた仕事だ。

　そのために、メイナードはアガサを夜会客に見られてもおかしくない格好に仕立て上げる。

　初めてこの格好をさせられたときは、乙女心がうずいたものだが、今はなんとも思わない。どれほど見かけが良くなっても、自分がやっていることは罪なのだから。

「最後にこちらを」

　手渡されたのは、花飾りのついた仮面だ。

　チェンバレン伯爵邸で、月に二回行われる夜会は、会費制の仮面舞踏会だ。参加者が誰かと探るのはタブーとされている。

　準備が整い、再びメイナードの前へ連れてこられる。彼は彼で、新しい燕尾服に身を包んでいた。

「お前も着飾れば見られるものだな。以前のように、ここに住めばいいのに。なあ、従妹殿？」

「やめてください。私の存在が表に知られたらまずいのでしょう？」

「はは。それはそうだ。まあいい。夜会が始まるまでは部屋で待機していてくれ。俺はそろそろ客を迎えに出る」

「ええ」

　アガサはいつも待機を命じられている客間に向かった。窓から外を眺めれば、すでに薄暗くなっている。庭園に設置されたランタンが、幻想的に光っていた。

「……夜が来るわね」

　アガサはつぶやき、じっとランタンを見つめた。
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「最近、調子はどうだ？」

　仮面をつけたスタンリー・マクベイン侯爵が、パイプから煙を吐き出しながらつぶやく。

「順調ですよ。仮面舞踏会という場を利用したい人間は、私が思っていたよりずっと多い。さすがは侯爵様です」

　メイナードは揉もみ手で笑顔を作る。

　ここはチェンバレン伯爵家のダンスホールが見渡せるソファ席だ。

　定例の仮面舞踏会は中盤を迎え、音楽に合わせて踊りに興じる者や、姿を隠した状態での気の置けない会話を楽しむ者が思い思いに時を過ごしている。

　主催者はもちろんメイナードだ。そして、彼の支援者として夜会に必ず顔を出すのが、スタンリー・マクベイン侯爵だった。奥まった場所にあるこのソファ席は、メイナードとマクベイン侯爵の定位置になっていた。

　マクベイン侯爵は、メイナードにとって恩人だ。

　チェンバレン伯爵家は、建国時から先代まで女性が家督を継いでいて、男性は自ら身を立てるか、他の貴族の家へ婿入りするかのどちらかだった。

　そのため、メイナードも後継者教育を施されず、学校の休みの期間には、商家に見習いに出されていた。

　しかし、伯爵家の子供はメイナードだけだ。父母はメイナードが五歳の頃に離婚していて今後も弟妹が増える予定はなく、叔母も駆け落ちをして屋敷を出て行き、以降行方知れずだった。

『母上は後継者についてどう考えておられるのか』

　その問いかけを口にする前に、メイナードの母、グレンダ・チェンバレン伯爵は自殺した。メイナードが十八歳のときだ。

　女系女子が家督を継ぐという伝統を重視するならば、女性の親族がいないチェンバレン伯爵家は存続できない。メイナードは途方に暮れていた。

　当時、国王陛下が病に倒れており、全権が貴族議会に委ねられていた。

　チェンバレン伯爵家をメイナードに継がせて存続させるか、爵位を返上させるか。

　議会が揺れる中、メイナードの爵位継承に力を貸してくれたのがマクベイン侯爵である。

『チェンバレン伯爵家がこれまで女系女子による継承だったとしても、他の貴族家は基本的に男系男子による継承なのだ。女性がいないのなら、男性が継いでなんの問題がある』

　彼の言葉に、多くの貴族が賛同した。おかげでメイナードは、当時十八歳の若さでチェンバレン伯爵家を継承できたのである。

　メイナードを当主に据すえたのち、様々な相談に乗りながら、マクベイン侯爵はある提案をした。

『チェンバレン伯爵家のダンスホールを使って、商売をしたらどうだ』

『商売？』

『ああ。今までは、他の貴族が夜会を開く場がないときに貸し出していただけだろう？　そうではなく、君が夜会を主催するのだ。その場に商人も招き、商談の場にもする』

『なるほど』

　それならば、メイナードにもできそうだと思えた。商人修行時代の人脈もあるから、商人を集めることもたやすい。

『それと、……チェンバレン伯爵家に伝わる異能について、君はどのくらい知っている？』

『異能ですか？』

　メイナードには初耳だった。

『ああ。その異能のおかげで、チェンバレン伯爵家は王家から支援金を得ているはずなんだ』

　しかし、メイナードにはわからない。確かに母・グレンダはよく登城していたが、メイナードを連れて行くことはなかったのだ。

『すみません。私には……なにも』

『いや、責めているわけではない。だが、秘匿された異能が、伯爵家にはあるはずなのだ。調べてみてはくれないだろうか』

　そんな会話のあと、メイナードは屋敷中の文献をひっくり返し、ようやく見つけた。

「……これか。記憶を消す異能。女性のみに受け継がれる特殊な力」

　脳内に光を送り、記憶を見えないものとしてしまう力。これを維持するために、チェンバレン伯爵家は女系女子による継承であり、王家から【伝統保持費】という名目の、少なくない額の支援金を得ていたのだ。

　メイナードはわかったことを全てマクベイン侯爵に話した。

『俺が跡目を継いだため、この支援金は打ち切られるのでしょうか』

　マクベイン侯爵は、しばし熟考したのち、首を振った。

『今は陛下がご病気で、その支援金の根拠について知っている人間が限られている。黙っていれば、例年通りで議会も流れていくだろう。詳しく聞かれたら、ダンスホールの維持費だとでも言っておけばいい。実際、あのダンスホールは国の行事で借りることもあるのだから。だが、いつまでもその理由で通るかはわからない。いつか、支援金が打ち切られる日が来ることを想定して、君は資金を貯め、この屋敷を維持する収入を得られるよう努力するべきだろうな』

　なるほど、そのための商売の提案だったのかとメイナードは納得する。

『……君には叔母がいただろう。名前はシェリルだったかな』

『ええ。しかし俺が幼い時に、庭師と駆け落ちして出て行ったと聞いています』

『ということは生きてはいるのだな。彼女が異能を受け継いでいる可能性が高い。捜してみてはどうだ？』

　メイナードは頷き、叔母を捜すことにした。しかし、十三年も前に失踪した人間を見つけ出すのは簡単ではなかった。結局、捜し出すのに二年もかかってしまった。

　シェリルは夫のハーヴィーと娘の三人で、辺境の伯爵領で暮らしていた。

　メイナードはすぐさま、彼女たちが暮らす家を訪ねた。

　その日、ハーヴィーは仕事に出ており、家にいたのはシェリルと娘のアガサだけだった。異能のことを問い詰めると、シェリルは自分には異能は受け継がれておらず、だからこそ、駆け落ちしても誰も捜さなかったのだと説明した。

　それは理屈が通っていた。異能を持つ者ならば、後継者のスペアとして大事に保護されるはずだ。

　メイナードは落胆したが、すぐに娘のほうはどうかとひらめいた。

　彼女に能力があるかを確かめるため、シェリルを人質にとると、父親が戻ってきたら記憶を消すよう、アガサを脅したのだ。

　アガサは青ざめたまま、なにも言えなくなっていた。母親の命が自分の行動ひとつで奪われるかもしれないということを、受け入れられなかったのだろう。

　そこに仕事を終えたハーヴィーが戻って来た。シェリルはとっさに、アガサを連れて逃げるようにと彼に言ったが、扉はすでに外にいたメイナードの御者によってふさがれていた。

　父親の記憶か母親の命か。究極の二択を迫られたアガサは、パニック寸前だった。そんな彼女を見て、ハーヴィーは宥めるように大丈夫だと言い、メイナードの言葉に従うように促した。

　アガサは思考停止した状態で、父親へと歩み寄り、その手を彼の額にかざした。ハーヴィーは意識を失い倒れ、次に目を開けたときには、自分の家に見知らぬ他人が上がり込んでいることに驚愕して逃げ出そうとし、御者によって気絶させられた。

　メイナードの予想は当たりだった。異能はアガサに受け継がれていたのだ。しかも、彼女の能力は完璧で、ハーヴィーは妻のことも娘のことも、きれいさっぱり忘れていたのだ。

　アガサは自分が取り返しのつかないことをしたと悟り、泣き崩れた。そこに追い打ちをかけるように、メイナードは彼女の目の前でシェリルを殺した。彼女に恐怖を植えつけるために。

　約束を破ったことをアガサはなじったが、メイナードはひと睨みで一蹴した。

『父親も殺されたくなければ、俺の言うことを聞くんだ』

　当時のアガサは十三歳。誰かの庇護がなければ、生きていくことはできない。散々泣いて、叫んで、やがて彼女は絶望しつつもメイナードの言葉に従った。

　メイナードはアガサとハーヴィーを屋敷に連れ帰った。ハーヴィーを庭師として雇うことで、アガサを脅す材料としたのだ。異能を使えるアガサを人目につかせまいと、二年ほど本邸に閉じ込めて教育を施したが、アガサは三年前、突然、屋敷を出たいと言い出した。

　アガサは母親のような薬師になるという夢を、ずっと諦めていなかったらしい。

　ハーヴィーが伯爵家にいる以上は、アガサが裏切ることもないだろうと、最終的にメイナードはひとり暮らしを許可した。

　ただし、必要以上に町の人間にかかわらないようにと言いくるめ、街はずれの廃屋を買い取り、そこに彼女を住まわせた。屋敷を出られるだけで満足だったのか、アガサがその環境に文句を言うことはなかった。






「聞いているか、メイナード」

「あ、はい。マクベイン侯爵様」

　侯爵に呼びかけられて、メイナードは回想の海から顔を上げる。彼は、ダンスホールで踊りの輪から抜け出す一組の男女を指さした。

「あれは仮面をつけていてもわかるぞ。オールディス侯爵のご子息だな。相手は、よく知らぬ娘だが、ドレスを見るに上流貴族ではないな」

「おそらくヘイウッド男爵のご令嬢ですね」

「そうか。確か、オールディス侯爵のご子息は新婚だったはずだが。……スキャンダルの気配がしないか？」

　女性は頬を上気させ、男のほうにしなだれかかっている。

「ああ本当だ」

　メイナードは指を鳴らして従僕を呼ぶ。

「あの令嬢に休憩室を勧めてあげてくれ」

「かしこまりました」

「お相手の方とは、いつもの交渉を頼む」

「はい」

　おそらく令嬢は、このダンスホールに漂う催淫さいいん効果のある香りにあてられたのだろう。催淫効果自体は強くはないが、ダンスをしながら吸うことにより、人によっては強く作用することがある。そして、その気になったふたり組にはホールの二階にある休憩室が貸し出されるのだ。

　しばらく見ていると、従僕の勧めに従い、令嬢は二階の休憩室に向かった。そしてその鍵は、交渉を経て男のほうへと渡される。

「ほんの遊びのつもりが……というところですかね。まあたっぷり口止め料をいただきますので、私も他言するつもりはありませんが」

「そう。搾り取れるところからとらないとな。騒ぎ立てるようなら、『特別な花』の出番だ」

「ええ。そうですね」

　特別な花とはアガサのことだ。記憶を消す異能を持つアガサは、いまやチェンバレン伯爵家になくてはならない人間となっている。

　メイナードとマクベイン侯爵で作り上げたこの仮面舞踏会は、秘密を作る。

　秘密は集まれば集まるほど金を生み、メイナードの、ひいてはマクベイン侯爵の武器になる。そしてそれを守るために、アガサは必要な道具だ。

　また、このダンスホールは、秘密の逢瀬おうせの場所というだけでなく、裏取引の場──ブラックマーケットにもなっていた。

「旦那様、ハウエル伯爵がお越しです」

「薬の件か？」

「ええ。例の部屋にお通ししておきました」

「わかった。では侯爵。失礼してお相手をしてまいります」

「ああ。ご苦労だな」

　今では、このダンスホールに多くの闇商人が出入りするようになった。毒や媚薬、危険なものほど貴族を惹きつけ、裏取引が成立するたびに、彼らのもとには仲介料が落ちてくる。

「ふふ。いい金づるを見つけられたものだ。これでまた小麦を買い、町に流せる」

　マクベイン侯爵は平民から人気だ。貧困層への寄付は、こうして儲もうけた金によって行われている。

「貴族の弱みを握り、平民の人気を上げ……やがて無能な王や王子がいなくなれば、国中が私を王へと押し上げてくれるはずだ」

　誰もいなくなったソファにゆったりと腰掛け、マクベイン侯爵はにやりと笑った。
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　アガサ不在の夜が明けて、目覚めてもひとり。フィルは味気ない朝食をため息とともにとった。

　家の中を簡単に片づけ、戸棚から合い鍵を取り、町に出る。薬草畑より遠くに行くのは初めてなので、フィルの気分は徐々に上向いてきた。

（思ったより周囲に民家がないんだな）

　五百メートルほど先に民家が見えるが、本当の周囲は草の茂った空き地ばかりだ。

　民家のあるほうに向かって歩くと、徐々に家が増えていく。土の道路は途中からレンガで整備され、行き交う人々も多くなっていった。

（ここが一番近い町だな）

　道に迷わないか不安だったが、体が道を覚えている感覚がある。

（こっちだ。なんとなくわかる）

　広い道へ出て、さらにまっすぐ進むと、賑やかな市場にぶつかった。

「いらっしゃい！　もうすぐ店じまいだよ。まけておくよ」

　まだ昼だというのに、野菜や果物の店はすでに店じまいをはじめていて、残っているのは、干し物を扱う店ばかりだ。

「にぎやかだな」

「ああ。最近は景気がいいからね。宰相様が毎年、小麦を安く卸してくださるんだ」

「へぇ？」

「国王陛下がお倒れになってもう長いが、宰相様がいれば、この国は安泰だ」

「ずいぶん人気なんだな。宰相様ってのは」

　そのあたりの話は、フィルの記憶からは完全に抜け落ちている。宰相どころか、国王の名前も思い出せない。

「まあ、景気がいいのはいいことだな」

「ああ。お客さんも買っていってくれよ！」

　買いたいのはやまやまだが、フィルも今は持ち合わせがない。あいまいに濁して、フィルはまだ開いている店を見て回った。

（アガサはなにが好きなんだろう。……俺、世話になるばかりでなにも知らないんだな）

　アガサはなんでも不平不満を言わずに食べるが、特に喜んでいた食べ物はなかった気がする。

　乾物の店の前を通り、黄色のつやつやしたドライフルーツに目を引かれ、店主に声をかけた。

「うまそうだな」

「お兄さん、目が高いね。これ珍しいものなんだよ。南のほうで採れるマンゴーって果物を干したものだ」

「そうか。悪いな、今持ち合わせがないんだ」

「なんだい、ひやかしかぁ。……あれ、お兄さん、前にも来たことがあるよね。でっかい図体で、甘いものが好きだって言っていたから覚えているよ」

「え？」

　隣の屋台で片づけをしていた壮年の男も、フィルを見て頷く。

「ああ、そうだな。思い出した。好きな女に会いに来たとか、見かけに似合わず甘ったるいことを言っていた奴だ」

　そう言われるとフィルも恥ずかしくなってくる。商人たちに自分の恋愛事情が知れ渡っているとは思わなかった。

「どうだい。うまくいったのか？　あの時は袖そでにされてばかりだと嘆いていたが」

　揶揄するような店主の言葉に、フィルは目が点になった。

「……袖に？　それっていつ頃の？」

「おいおい、ぼけているのか？　まだ二ヵ月も経ってないだろう」

　フィルが記憶をなくしたのが、ひと月前だ。ふた月前の記憶はない。だが、ひと月前には結婚を約束する関係になっているのに、ふた月前には付き合ってもいないなどということがあるだろうか。

（おかしくないか？）

　フィルの中で疑念が膨らむ。

　それでも、相手には気づかれないよう笑顔で応対し、市場を抜けた。

（どういうことだ？）

　疑念を抱きながらふらふらと歩き、興味を引かれて武器屋の前で立ち止まる。店の前に飾られていた両手剣に、無性に気持ちが惹かれる。

「いい剣だな」

「お客さん、目が高いね。これは、かつて七つの戦場を駆け抜けた歴戦の騎士が使っていたという大剣だ。鞘が行方不明でね。こっちで合わせて作ったから、値は下がるけど、もとは上物だよ」

「そうだろうな」

　剣の良し悪しなど、大工だった自分にわかるわけがない。けれど、この大剣は見ているだけで胸が躍る。

「買うかい？　今ならまけておくが」

「そうだな。しかし、手持ちがない。それに、……剣を使うタイミングもない」

「でもアンタ、名のある剣士なんじゃないのかい？　その体付き、傭兵たちに負けるとも劣らぬ姿だが」

「俺は大工だ」

「なんだ。そうなのか。まあ大工も体は使うよな」

　店主は拍子抜けしたようだったが、フィルの体つきを見て納得し、もったいなさそうに大剣を見つめた。

「こいつも、貰い手が見つかるかと思ったんだが」

　大剣は使い手を選ぶ。多くの騎士は、片手剣を得物えものとする。馬を操りながら戦う場合、両手でないと扱えない剣は向いていないのだ。

「剣を習ったらまた来るよ」

　フィルが苦笑しながら言うと、店主も「その時まで残っているかな」なんて軽口を叩いた。

（……なにかが、引っかかる）

　頭の片隅に、違和感がこびりついている。なにかがおかしい。すっきりしない。

　フィルが深くため息をつくのと同時に、後ろから肩を掴まれた。

「見つけた！　フィランダー!!」

　見覚えのない男だった。麦わら色の髪に、これといって特徴のない平凡な顔つきだ。シャツとズボンという、これまた特徴のない格好をしている。

「生きていたなら、どうして連絡もくれなかったんだよ、ひと月も！」

（ひと月？）

　自分を知っているかのような男の態度に、フィルはなぜかぞっとした。男の手を振り払い、軽く睨む。

「人違いだ」

「え？　おいっ！　フィランダー？」

　フィルは漠然とした恐怖を感じ、全速力で走りだした。

「ええっ！　おい、待てよ！」

　最初は追ってきた男も、フィルの足の速さについてこられなかったのか、しばらくすると姿が見えなくなった。

　人気のない路地裏で、フィルは息を整える。

（フィランダー？　それが俺の名前？　しかしアガサは俺の名はフィルだと……）

　フィルの心臓はまだバクバクと激しくなっている。知らないはずの男なのに、彼の声が頭にこびりついて離れない。

「あいつはいったい……。いや、俺は……」

　頭が、思い出すのを邪魔するかのようにずきりと痛む。フィルは壁に手をついた。

　視界がチカチカとしてきて、周りの景色がなにも見えなくなる。ぐらりと世界が揺れたような感覚とともに、吐き気が襲ってきた。

「ぐっ……」

　壁に寄りかかり、フィルは息を整えた。

　頭の中で、なにかが破壊されていくような感覚がする。くらくらして、痛くて、気持ちが悪い。

「これは、……いったいなんなんだ」

　フィルは頭痛と吐き気に耐えながら、なんとか家まで戻ると、倒れ込むようにベッドに横になった。






　森の中で、フィルは大剣を構えていた。もうひとり、同じ騎士団服を着た男が、片手剣と盾を構えて震えている。

『先輩、そ、そっちですっ』

『ガルルッ』

　野犬の群れが、フィルと年若の剣士を囲んでいた。

『ライリー、お前、声が震えているぞ』

『む、む、武者震いですぅ』

　フィルは苦笑しつつ、彼──ライリーをかばうように前に立ち、『はあっ』と喝かつを入れる。

『お前らの相手はこっちだ』

　フィルの大剣は野犬の群れを薙なぎ払う。二匹はそれが致命傷となったのか倒れたままだったが、残りの四匹は、牙をむき出しにしてフィルとライリーに向かってきた。

『ガウッ』

『ひ、ひいっ』

　ライリーは、盾で野犬の突進を阻はばんだが、体勢を崩して座り込んでしまった。

『ライリー、危ない。一度下がれ』

『は、はい。あ、先輩、後ろ』

　言われて、フィルはとびかかって来た野犬を剣で切りつける。二匹目を倒したところで、背中のほうから悲鳴が聞こえた。

『うあぁああ』

『どうした？』

　振り向くと盾を落としたライリーが、野犬に腕を噛かまれていた。

　フィルは、すぐに駆け寄り、腕に噛みついたままの野犬の背中を切る。残る一匹の野犬を片付けたときには、あたりには血のにおいが立ち込め、凄惨せいさんな光景が広がっていた。

『ライリー、しっかりしろ』

『せんぱ……、俺……』

　噛まれた腕からは、血がどんどん流れていく。ライリーの顔色は悪く、呼吸も浅かった。フィルは、兜の内側に巻きつけていたタオルを取り、それで止血を試みる。が、すぐにタオルが血でにじんでいく。

『くそっ、出血が多い。誰か！　医療班はどこだ！』

　この討伐はふたりだけで来たわけではない。別動隊もいたし、医療班も森の入り口に待機していたはずだ。しかし、奥に来すぎてしまったのか、フィルの声への反応はない。

『誰か！　誰かいないか！』

　フィルの叫び声だけが、周囲にこだましていく。

『仕方ない。とにかく、安全な場所まで出よう』

　フィルはライリーを背負い、歩き出した。しかし、途中、道しるべにつけたはずの木の傷が見つからず、フィルは自分たちが迷っていることに気づく。

『まずいな。このままじゃライリーが』

『せんぱ……俺を置いていってくださ……』

『馬鹿を言うな』

　叱咤しったしながら歩いていると、人影が見えた。

（……助かった！）

　フィルのその歓喜は、人影がはっきり見えるようになった頃、失望へと変わる。

　そこにいたのは女性だ。野犬の出る森だというのに、のんきに籠かごを持って草花を摘んでいた。

『あんた、危ないぞ』

　女はフィルを見ると、目を見開いて駆け寄ってくる。

『背中の人、怪我をしているの？』

『ああ。この辺りは野犬が出る。近くにいたのは退治したが、他にもまだいるはずだ。危ないから早く森を出たほうがいい』

『危ないのはあなたの背中にいる人のほうじゃないの。見せて。私は薬師よ』

　女はライリーを見るなり、眉を寄せた。

　脇に下げている鞄から包帯を取り出し、渾身こんしんの力でライリーの腕を縛る。

『おい、指先の色が変わっているぞ？』

『仕方ないわ。血を止めるのが先決よ』

　血止めになるという薬草を傷口に貼りつけ、その上から包帯を巻いていく。

　フィルは戸惑いながら、その女性の横顔を見つめる。

　黒い髪の落ち着いた印象を与える女性だ。ライリーの傷口にまっすぐに注がれる視線。必死な表情。見惚れた自分に、戸惑ってしまう。

（なんだ、この気持ちは）

『とりあえず止血はできたと思うわ。あとはちゃんとお医者様に診せてあげて』

　心なしか、ライリーの表情も和らいでいるように見える。

『助かった。ありがとう。ところでこの森から出るには、どっちに行けばいい？』

『なんだ、迷子なの？　一番近いのはこっちよ。まっすぐ十分ほど歩けば出るわ』

　女は細い獣道を指し示した。そして、自らは反対の方向へ向かおうとする。

『私、薬草を探している途中だから行くわ』

『待ってくれ。さっきも言ったが、ここは野犬が出て危険だ』

『大丈夫。私は獣が嫌うにおいをつけているの。今までも襲われたことなどないわ』

『待てって』

　彼女は軽やかに踵きびすを返し、フィルを置いて走っていく。

（不思議な女性……。いや、待て。俺は知っている。そう、君は）

「待ってくれ！　……アガサ！」

　叫ぶのと同時に、目が開いた。

　フィルは荒い息を吐き出した。全身が汗だくだ。

「今のは……夢？」

　フィルがいるのは、いつもの寝室だ。窓の外はうっすら暗くなっている。

（俺は、……そうだ。ひどい頭痛がして、ふらふらになりながら家に帰って……）

「フィル、起きたの？」

　扉が開き、アガサが近づいて来る。

　フィルは、胸がざわついた。市場で聞いた話のせいで、ここにいるアガサが、本当に恋人なのかと不安になる。

　居間の明かりで影となり、彼女の表情はよく見えない。

（彼女と過ごした時間は本物なのか？　いったいどこからどこまでが夢なんだ？）

　疑念が消せないフィルの頬を、アガサがそっと撫でた。

「大丈夫？　帰ってきたら気を失ったように眠っていたからびっくりしたわ。うなされているのに、ゆすっても起きないし」

　ようやくアガサの表情が見えてくる。彼女は昨日までとなんら変わりなかった。心配そうに眉を寄せ、フィルを気遣うように優しく触れてくる。

「アガサ……」

　フィルは自分が安堵していることに気づく。

（現実だ。そうだよな、アガサとのこの暮らしが、夢なんかであるはずがない）

「すごい汗。体を拭ふかなきゃ。お湯を持ってくるわ」

　アガサが再び寝室を出ていき、フィルは混乱する記憶を整理しようと息を吐き出した。

（それにしても、妙にリアルな夢だったな。もしかすると、あれがアガサと出会ったときの記憶なのか？）

　だが、夢の中のフィルは剣士だった。しかも騎士団所属のだ。大工だったというアガサの発言とは合致しない。

（俺は騎士だった？　だとすれば、アガサは俺に嘘をついていたのか？）

「フィル、お待たせ。そのシャツ、脱いで」

　湯の入った桶を持って戻って来たアガサは、タオルを絞り、フィルの背中を拭いてくれる。彼女が近づくと、香水の香りがした。においにつられるようにこめかみのあたりが痛む。

「……香水？」

「ああ、ごめんなさい。お風呂に入る時間がなかったものだから」

　彼女の髪をひと房掴み、顔を近づけた。彼女は小さく身じろぎをしたものの、平然と笑って見せる。

「昨日の仕事でにおいがついてしまったみたい」

「貴族の屋敷での仕事か？」

　貴族の屋敷でひと晩、香水のにおいが移るような距離で、誰かとともにいたというのか。

　頭にふっと、〝娼婦〟という言葉が浮かぶ。

（いや、アガサがそんなことをするはずがない）

　無意識にかぶりを振っていたのか、アガサは驚いたように目を丸くし、フィルの頬に触れてその動きを止めた。

「どうしたの、フィル。悪い夢でも見たの？」

「いや」

　なんと言えばいいのかわからない。なにを信じたらいいのかも。

　市の人々の言葉、フィルを呼び止めた男。

（そうだ。フィランダーという名を知らないか、アガサに……）

　聞こうかと考え、背筋がぞっとした。その問いかけが、自分たちの関係を壊すものだと、本能が訴えかけてくる。

「フィル？　どうしたの？　もしかして疑っている？　私が浮気しているって」

「そんなことは……」

　慌てて目を合わせれば、アガサは探るようにフィルを見ていた。疑ってないとは言い切れず、フィルは下を向いて黙り込んだ。

「……本当に仕事なのよ。あなたを裏切るようなこと、しないわ」

「アガサ」

「でも、信用できなくても仕方ないわね」

　顔を上げれば、アガサは悲しそうに微笑んでいた。そんな顔をさせたのは自分だ。フィルは胸が痛い。

「すまない」

「いいのよ。はい、拭けたわ。シャツは自分で着て」

　アガサは吹っ切ったように顔を上げ、立ち上がろうとした。

　しかし、フィルはその腕を取り、腕の中に抱き寄せる。

「フィル？」

「行かないでくれ。ここに、いてほしい」

　フィルの必死の言い方に、アガサはこわばらせていた表情を、わずかに和らげた。

「そんなに必死にならないで」

「君を傷つけた。……その」

「大丈夫よ」

　アガサがゆっくり抱きしめ返してくる。フィルは彼女が逃げ出せないよう、腕の力を強めた。

　とても不安だった。大事なものが手から零れ落ちていくような焦燥感がフィルを襲う。

「行かないでくれ。君を疑っているわけじゃない。ただ、……貴族になにか強要されたら、立場的に断れないだろうと思っただけだ」

「そんなときは逃げるわ。ほかの人なんて嫌よ。私は、……あなたを愛しているんだもの」

　一瞬、息が止まったような錯覚を覚えた。

「……本当か？」

　こめかみが痛んで、視界がぼやける。香水のにおいが、アガサの体があたたまることにより拡散していく。

「もちろ……んっ」

　次の瞬間、フィルはアガサの唇をふさいでいた。

　背骨の形を確認するように手でなぞりながら、戸惑うアガサの体を、強く抱きしめる。

「んんっ、フィ……、あっ」

　背中から、胸のほうに手を回す。ふくらみを確かめるようにそっと触れると、彼女は小さく反応した。

「好きだ。アガサ。……好きなんだ」

「あ、んんっ」

　徐々に力を入れ、揉みしだく。すると手のひらに触れる先端が固くなっていくのがわかる。

「……感じてくれているのか？」

「や、フィル。……駄目」

「どうして？」

　フィルはキスをしたまま、体重をかけ、アガサをベッドに沈ませた。

　結われている髪ひもを解くと、シーツに黒い髪が躍る。香水の香りがいっそう強くなり、フィルの脳裏に、知らないはずの光景が浮かび上がる。

「……ドレスを、着ていた」

「え？」

「君が……、庭園……これは、夜会？」

「フィル……？」

　あり得ない光景が、頭に浮かんでは消える。ドレスを着たアガサ。花が咲き乱れる庭園。香水の香りが、無性に欲情をかき立てる。

「……抱きたい」

　耐えきれず、フィルはアガサに覆いかぶさり、耳もとで懇願した。

「君を抱きたい。……俺のものだと確かめたい」

　アガサが唾つばを飲み込む音が、聞こえたような気がした。またはぐらかされるのかと思って待っていると、予想と違う答えが返ってくる。

「いいわ」

「え？」

　フィルは体を起こして彼女を見下ろす。頬を赤らめ、目を潤ませ、それでもフィルに両手を伸ばし、彼女は確かに言った。

「抱いてほしい……フィルに」

　ごくりと生唾を飲み込む。

「でも少しだけ待って」

　アガサは起き上がり、居間のほうへ出ていく。そして少しすると戻って来た。

「……どうした？」

「避妊の薬を飲んできたの。……私たち、まだ結婚したわけじゃないもの」

「……アガサ、本当にいいんだな」

　アガサは頬を染め、こくんと頷いた。そのかわいらしい様子に、フィルは獣のような獰猛どうもうな感情を抑えきれなくなった。

　彼女の服をはだけさせ、彼女の顎あごから首にかけて舌でなぞる。

「んんっ」

「アガサ、アガサっ」

　アガサの服を乱暴に脱がしていく。白い肌にたわわな胸。服の上からだとそう見えなかったが、アガサは女性らしい丸みのある煽情せんじょう的な体つきをしていた。

　冷たい空気に触れて、彼女の肌が粟立あわだつ。フィルはすでに固くなっていた胸の先端を指先でつついた。

「あ、やっ」

　いつもと違う、甘く響く声。フィルは指で彼女の耳たぶを撫で、唇は彼女の双丘そうきゅうを目指して進む。

「やっ」

「きれいだよ」

「あっ、ああっ」

　先端を口に含むと、彼女は甘い吐息を漏らす。刺激に弱いのか、触れるたびに体をくねらせ、かすれた声を出した。

　フィルはとても興奮していた。その一方で、頭の一部が冷えていくのを感じる。

　時折脳裏に浮かぶ映像。

　昼間訪れた町で、薬師の女性を知らないかと尋ね回る自分の姿。

　怪訝そうに自分を見る雑貨店の店主。

　お礼を持ってやって来たフィルを、門前払いするアガサの姿。

　フィルは何度も何度も、この家に通った。けれどアガサはいつもそっけなく、フィルを追い返した。

『騎士様が、私なんかにかまうもんじゃありませんよ』。

（そうだ。俺は、騎士だ。そしてアガサは、俺のことを好きではなかった）

　彼女を抱きながら、どんどん記憶が鮮明になっていく。

「あああっ、……はあっ」

（そのアガサが、今俺の下で、あえいでいる）

　これは果たして、夢なのか現実なのか。

「アガサ、……好きだ、アガサ」

　これだけは確かだと思える感情を口にして、フィルは彼女の胸を何度もいじめた。指先でくすぐり、舌で舐なめ上げ、時折、ふくらみの周りだけをなぞっては、彼女を焦じらせる。

「柔らかいな、アガサは」

「あっ、や、……いじわる」

　涙目でアガサがフィルを睨む。そんな普段からは想像もつかない甘えた仕草が、フィルの興奮をどんどん高めていく。

「アガサ、……アガサ！」

「ああああん」

　アガサの喘ぎ声に興奮し、もうひとりの自分が冷静にそれを見つめる。

　彼女を愛している。なのに、彼女のことがわからない。この行為が、正しいのかどうかも。

「……アガサ、キスをしてもいいか？」

「はぁ……なに？　今さら……ああっ」

　彼女がきつく閉じていた目をあけたのと同時に、唇をふさぐ。

「んっ、ふっ」

　舌を使って彼女の中へ入る。いつものように優しくできず、アガサは苦しそうにもがいていた。

　フィルは空いている右手で、アガサのなだらかな腰の括くびれを撫でた。目尻にキスをして、耳たぶを軽くかじると、アガサはそのたびに、飛び跳ねるような反応をする。

「あっ、は……」

「かわいい、アガサ」

「はっ、はあっ」

　アガサは、涙目のままフィルを見つめてくる。

（こんな表情も、はじめてだ）

　フィルは彼女の腰から太ももへと手を動かす。薄い下着の上から、秘部の割れ目をなぞれば、すでになにかがしみ出してきていた。

「やっ」

「濡れている。……脱がすよ」

「あっ」

　下着を取り去り、秘部へと手を伸ばすと、彼女は内ももをこすりつけるように力を込めた。

「やっ、駄目」

「駄目じゃない。こんなに濡れている」

　フィルは茂みに人差し指を添わせる。

「ああん、あっ」

　すでにしとどに濡れているそこを、フィルはあやすように指で触れた。表面を撫でるように前後させたあと、割れ目からゆっくりと侵入していく。指を奥へと進めれば、彼女の潤んだ蜜壺は彼の指をたやすく飲み込んだ。

「あっ、やああ」

　恥ずかしさに閉じようとするアガサの脚の間に、フィルは膝を滑り込ませた。

「んんっ」

　閉じられなくなって、悔しそうに睨むアガサが愛おしくて、またキスをする。

「好きだ。……好きなんだ、アガサ。初めて会ったときから」

　唇、喉、肩、胸、腰、へそ。体の上から順にキスをして、その間、彼女の茂みの中を探るように指を前後させた。

「あっ、あ、や、……だめぇ」

　くちゅくちゅと鳴る水音に、喘ぎ声と懇願が混ざる。

　フィルはもう一度胸の先端を舌でいじりながら、花弁の上のほうにある小さな突起を優しく撫でた。

「ひあっ、はっ」

　声が変わる。

　そこを押したりこすったりしていじめると、アガサは我慢できなくなったように甘い声を漏らした。

「あ、ああ、駄目。そこ」

「駄目じゃないよ。これは喜んでいるって言うんだろ」

「はっ、はあ、あ……」

　なおも指の動きを続ければ、どんどん吐息は荒くなり、体がびくびくと跳ねる。

「達して、アガサ」

「あ、ああああああっ」

　はじかれたように、アガサはフィルに抱きついてきた。

　なおも指の動きをやめないフィルの手を掴み、涙声で懇願する。

「駄目。もう……駄目。お願い。……ちょうだい」

　赤く染まった頬に潤んだ瞳で見つめるアガサに、フィルは頭の中が真っ白になる。

　彼女の脚を掴み、興奮でそり立った己を、彼女の中に埋め込んだ。

「……んん！」

「っつ」

　思わず、フィルからも言葉が漏れた。そのくらい、彼女の中は狭く、きつい。

（……やっぱり、そうだ）

　必死に痛みをこらえるアガサは、フィルの戸惑いにまだ感づいていない。

　少し腰を動かしてみると、アガサが言葉にならない悲鳴を上げる。フィルのほうも、あまりのキツさに持っていかれそうになる感覚があった。

　フィルは迷いながらも、腰を振った。アガサは、きっとひどく痛いだろう。早く終わったほうが、負担は少ない。

　痛みのあまりか彼女の瞳からこぼれた涙を、唇ですくった。

「すこし、我慢してくれ」

「ん、んん、あ」

　なじむのを待ち、そのあと一気に突き上げる。彼女の腹を満たすように、その精をたくさん吐き出した。

「ああああっ」

　彼女の悲鳴にも似た声を聴きながら、フィルは頭の片隅で思う。

（やはり、アガサは初めてなんだ）

　よみがえった断片的な記憶から、わかったこと。それは。

（俺たちは、恋人同士なんかじゃ、なかった）

　自分は騙されているのかもしれない、と思う。

　だけどフィルは、それでもアガサを愛していた。彼女の嘘に、目をつぶってもいいと思えるほど。
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「こんなに……愛しているんだ」

　うわごとのようにつぶやけば、アガサは涙で潤んだ目を開け、いとおしそうにフィルを見つめた。

「私も……あなたを愛している」

　彼女の目尻から涙がこぼれる。フィルは顔を近づけ、それを舐めとった。

「痛かっただろう。ごめんな」

「違うの」

　アガサははっきりとした口調で言った。それは、今までの彼女とは、少し違和感がある。

　しかし、その原因をフィルが知る前に、彼の目の前に手のひらがかざされた。

「ごめんなさい。あなたの記憶、また消さなければならない」

「なっ……」

　アガサの言葉の意味を考える前に、光が視界を覆おおった。

　そしてフィルは、一言も発することができないまま、意識を失った。

















消えた恋人












　フィルが目覚めたとき、部屋はすでに明るかった。時計の針が指しているのは、朝というよりは昼に近い時間だ。

「ここは……？　……うっ」

　起き上がると、くらりとめまいがした。上半身だけ起こした状態で、ゆっくりと息を吐き出す。

「……裸だ」

　外気の寒さに、あらためて気づく。そして、昨晩のことがフッと頭をかすめた。

「そうだ。アガサは……っ」

　その名を口に出した瞬間、ハンマーで叩かれたような重い痛みが頭に走る。脳内で光がチカチカと明滅し、意識が持っていかれそうになった。

　フィルは、その感覚に覚えがあった。

（……そうだ、あの日。俺がすべてを忘れた日）

　夜会、ドレスを着たアガサ。泣きながら手をかざした彼女と、明滅する光。

　ひと月前の記憶が、シャボン玉のように浮かんできてはゆらゆら揺れる。触ったらすぐにも消えてしまいそうだ。

（くそ。消えるな。せっかく思い出したのに）

　フィルは唇を噛みしめ、消えていきそうな意識をつなぎとめる。

（アガサ、君のことをもう忘れたくない……！）

　頭痛は強くなったり弱くなったりしながらそのあとも続き、フィルはベッドで痛みに身をよじりながら、耐え続けた。

　ようやく痛みが治まった頃には汗だくで、ベッドの中も湿気がこもっていた。

「……終わった……のか？」

　フィルは安堵の息をつき、体を起こした。

　体はベタベタだったが、気分はすっきりしていた。よくはわからないが、記憶に影響を及ぼしていたなんらかの力が消えたのだろう。

「アガサは、……何者なんだ？」

　ただの薬師ではないことは確かだ。人の記憶を消すことができるのだから。

「でも俺は、その能力を打ち消した」

　その証拠に、今のフィルには、一度は失ったはずの生まれてからの記憶も、アガサと暮らした間の記憶も残っている。

「すべて思い出した」

　フィルの名前は、フィランダー・ブロウズだ。ブロウズ男爵家の次男であり、れっきとした貴族階級出身だ。

　嫡男ちゃくなんでないフィランダーは、自力で身を立てて生きなければならない。体が大きく武芸に優れていたフィランダーは、学校の卒業と同時に、騎士になった。

　最初に配属されたのは、主に辺境地の警備をする第三騎士団だ。卓越した剣技と真面目な勤務態度で順調に出世し、二十一歳になる頃には、花形とも言われる第一騎士団の所属となった。

　第一騎士団は王城敷地内に詰め所があり、要人の護衛任務に就くことも多い。

　そこでフィランダーは王太子ヴォーレンと出会った。

　三歳年下のヴォーレンは、涼やかな見た目とは裏腹に剣技に優れており、フィランダーや第一騎士団の猛者たち相手に、少しも引けを取らなかった。

　ヴォーレンは、フィランダーの強さに加え、嘘のつけなさそうな人柄を気に入り、個人的な外出には護衛を頼むようになったのだ。

　ヴォーレンと一緒にいることが多くなるにつれ、彼の側近であるエルマー・カニング伯爵子息とも自然と親しくなった。

　そして今から一年前、二十四歳のときにフィランダーはアガサと出会った。

　王都近くの森に住み着いた野犬の討伐任務で、怪我をした後輩に応急処置をしてくれたのがアガサだ。

　一目惚れだったのだと思う。それまで女っ気のなかったフィランダーにとっては、初恋だ。

　とにかく彼女のことが知りたくて、休みのたびに王都のはずれの町まで通った。

　彼女はあまり町の人間に知られていなかった。

　二年前に、町からポツンと離れた小さな家に住み始め、普段町の住人との交流は少ないらしい。ただ、薬づくりで生計を立てているためか、雑貨屋のおやじとだけはなじみが深いようだ。

『あんまりしゃべらない嬢ちゃんだけど、薬づくりの腕は確かだ。店を構えりゃいいのにと言ったんだがな、人前に出るのは苦手だと言っていたな』

『家はわかるか？』

『大体この辺ってことしか知らないな。それに、あんたみたいな大男がいきなり訪ねていけば驚くだろう。彼女は毎週月の日の昼過ぎに薬を納品しに来るんだ。それに合わせて兄ちゃんも来たらいいんじゃないか？』

『う……』

　店主の言うことはもっともだったので、フィランダーは一度戻り、月の日の休みを申請した。

　取れたのは二週間後で、フィランダーは昼前から雑貨屋の前で待ち伏せし、ようやく彼女と再会できた。

『あの時はありがとう』

『薬師が人助けするのに理由なんてないわ。たまたまそこにいたからよ。お礼なんていらないわ』

『いや、礼を兼ねて食事でもごちそうさせてほしいんだ』

『結構です。忙しいのでこれで』

　最初の誘いは、にべもなく断られた。

　雑貨店の店主はおもしろがり、フィランダーが無害そうだと知ると、彼女の家の大体の位置を教えてくれた。

　月の日にばかり休めるわけではないので、それ以降は彼女の家に直接向かった。

　ある日は花を、またある日は果物を。どうにかして彼女に喜んでもらうため、フィランダーは必死だった。

『しつこいです！　お礼なんていらないって言っているでしょう！　こんなに頻繁に来られるのは迷惑なんですよ、ブロウズ様』

『俺のことは、フィルと呼んでほしい。家族だけが使う呼び方なんだ』

『いいえ。貴族の方をそんな慣れ慣れしくは呼べません！　とにかく、お礼の気持ちは伝わりましたから帰ってください』

『今は口説いているんだ！』

　思いきり叫んでしまって、フィランダーは己の恋愛力の無さを呪った。

　彼女が黙ってしまったので、心配になり薄目をあけて表情をうかがうと、彼女は顔を真っ赤にしたまま固まっていた。

『く、口説……？』

　意外にも直球の告白が一番彼女の心に届いたようだ。だとすればためらう必要はない。

『そうだ。俺はあの時、君に一目惚れしたんだ。どうか俺と交際してほしい！』

『……っ』

　ますますなにも言えなくなった彼女に、フィランダーはこれでもかと畳みかける。

『好きなんだ！』

　アガサは顔を赤らめ、小さく震えていた。

　出会ってからこれまでの間で、一番少女らしくかわいらしい姿だった。

『お、お断りしますっ！』

　しかし反応はかんばしいものではなく、それから数か月にわたり、フィランダーは贈り物攻撃をし続けた。しかし、いつも『受け取る理由がありません』と返された。

　そんな彼女が唯一受け取ってくれたもの。それがあの、カミツレの花束だったのだ。

（そうだ。記憶を失う前の俺たちは、恋人同士なんかじゃなかった。ようやく花束を受け取ってもらえるくらいの、ささやかな好意しかアガサにはなかったはずだ）

　カミツレの花束は、フィランダーとアガサの間を少しだけ縮めてくれた。それ以降、アガサは笑顔を見せてくれるようになったし、時にはお茶でもてなしてくれることもあった。

　嫌がられすぎないように、でも忘れられないように。

　フィランダーは慎重に、アガサとの距離を縮めていった。






　ひと月前、フィランダーはヴォーレンから個人的な護衛を頼まれた。

『エルマーに潜入調査を頼んでいる。君は一緒に行って、エルマーの護衛をしてほしいんだ』

『了解です』

　詳細は、フィランダーには知らされていなかった。隠密おんみつ向きの性格ではないことは、ヴォーレンもわかっていただろうから、あえて知らせていなかったのかもしれない。

　潜入先がチェンバレン伯爵家の定例夜会だと聞いて、フィランダーは驚いた。

　当主であるメイナード・チェンバレンは、フィランダーの学生時代の同級生なのだ。

『メイナード伯爵は俺の顔を知っていますが、大丈夫でしょうか』

『そうか。君たちは同い年か。まあ、潜入するのは仮面舞踏会だから大丈夫だろう』

　ヴォーレンはあっさりとそう言い、エルマーも頷いた。

『むしろ、君に注意が向いていいんじゃないかな』

　エルマーは、ヴォーレンの側近で年齢は二十二歳。フィランダーのほうが年上だが、彼は意思決定が早いので、ふたりでいると彼のほうが年上に見える。

　仮面舞踏会は、チェンバレン伯爵邸のダンスホールで行われていた。

　受付で会費を支払うと、執事らしき男がダンスホールへと案内してくれる。

　ホールの周囲にはソファが並べられ、すぐに休憩できるようになっており、食事が並べられているスペースと反対に楽団がいて、踊りやすいゆったりした音楽を奏でている。

　しかしそんな至れり尽くせりな環境とは裏腹に、ホール内は異様な熱気が漂っていた。

『なんか、変なにおいがするな』

『うん。あまり吸わないほうがいいかもね』

　エルマーはそう言いつつ、いくつか皿に食べ物をとる。

『まずは会場の観察をしてくる。君もしばらくは自由行動していていいよ。三十分経ったらまたここで落ち合おう』

『護衛なのに離れていいのか』

『大丈夫だよ。僕にだって体術の心得くらいはあるよ。それに、観察の時点では僕だけのほうが目立たない。君はどうしても体が大きくて目立つから』

『わかった』

　邪魔だと言われてしまっては仕方ない。

　フィランダーは仕方なく、その場の食べ物に手をつけた。

（しかし、……なんだこの甘ったるいにおい）

　周囲の人々はあまり気にしていないようだが、どうにもにおいが鼻につく。

（少し……外の空気を吸いに行くか）

　本邸とダンスホールの間には、広い庭園があったはずだ。少しだけと決めて、フィランダーは外へと出た。

　今の見どころは薔薇らしい。様々な色の薔薇が咲き乱れ、時折配置されたランタンがしっとりとしたムードを作り出している。

（綺麗なところだな。いつかアガサをこういうところに連れてきたいものだが）

　庭園は、親し気に腕を組んだ男女が歩いていた。女性のほうがやや男性にしなだれかかっていて、なんだかなまめかしい雰囲気だ。

（顔の見えない夜会。一夜の楽しみを満喫する奴もいるのかもな）

　政略結婚が多い貴族の世界では、愛人を持つことは珍しくはない。女性も、跡継ぎを生んだのちは自由を許されることも多いのだという。

（俺みたいな次男坊は結婚も急かされないが。結婚するなら好きな人がいいな）

　頭に浮かぶのはアガサだ。平民である彼女との結婚は、間違いなく親が反対するだろう。

（俺はブロウズ男爵家には未練がないが。アガサに苦労はさせたくないし……）

　まだ交際さえしていないというのに、つい気持ちが先走って彼女との未来を考えてしまう。

（……ん？　ずいぶん奥まで来てしまったな）

　考え事をしていたせいか、気がつけば花も咲いていないような奥に来てしまっていた。

（戻るか）

　踵を返すと、人の話し声が耳に届く。

『……うまくいくでしょうか』

『大丈夫だろう。この毒は蓄積性で、味見をしたくらいでは体への影響はほとんどない。毎日の食事に使われることで、ゆっくりと判断力を奪っていくような代物だ。毒見ともども、ゆっくりと狂っていくことだろうよ』

『ですが。王もあの状態なのに、ヴォーレン殿下まで』

『王があの状態だからだろう？　今我が国に必要なのは、けん引力のある指導者だ。それはマクベイン侯爵以外にあり得ない。なのに、ヴォーレン殿下は王族の権限を使って閣下を政治の場から引きずり落とそうとしているのだ。これは国のためにならない』

　ヴォーレンの名前が聞こえ、フィランダーは息を呑む。

　どうやら生け垣の向こうで数人が話しているようだ。聞き耳を立てたまま、ゆっくりと移動し、話している人物の姿を確認する。

　男がふたり。ひとりはメイナードだ。もうひとりは仮面をつけていて顔はわからないが、体格に見覚えがあるから城に出入りしている人物だろう。

（殿下が調べたかったのは、彼らのことか？　まさかエルマーではなく、俺があたりを引いてしまうとは。だとしたら、共犯者の男の素性も確認しておきたい）

　フィランダーが少し身を乗り出したとき、落ち葉をうっかり踏んでしまった。

「誰だ！」

　メイナードが叫ぶ。フィランダーは慌てて踵を返した。どこか隠れるところをと、高い生け垣を目指して走る。

「きゃあっ」

「わ、悪い」

　逃げ込んだ先の生け垣には女性がいた。休憩中だったのか、仮面を外している。フィランダーはその顔を見た瞬間、驚きすぎて言葉が出せなかった。

　そこにいたのは、貴族とはなんの関係もないはずのアガサだったからだ。

「……アガサ？」

「どうして名前……ブロウズ様？」

　フィランダーは仮面をつけていたが、声で気づいたようだ。

「どうして薬師の君がここに……うっ」

　問いかけは、背中に生じた痛みにのみ込まれた。

「きゃああっ」

　アガサが悲鳴を上げる。背後に人の気配がして振り向けば、血のついた剣を振り下ろしたメイナードが視界に入る。

「メイナ……ド」

「お前、ブロウズか。なんでこんなところに」

　崩れ落ちたフィランダーを、メイナードが足蹴あしげにする。

「駄目、殺さないで！」

　アガサが、フィランダーをかばうように立つ。それに答える男の声は、彼女の必死の声とは対照的に、ひどく低く冷たかった。

「大事な話を聞かれた。生かしておくわけにはいかない。それが嫌なら消せ！」

　怒鳴り声に怯おびえたように、アガサがぎゅっと目をつぶる。

　普段すました顔ばかり見せるアガサの、泣きそうな顔が印象深く、フィランダーは痛みよりもそちらが気になった。

「わかりました。あなたの言うとおりにするから」

　アガサがフィランダーの額に手を当てる。次の瞬間、フィランダーの脳内に眩しい光が広がり、意識が遠のいていった。

（泣くな。アガサ……）

　フィランダーの想いは声にならず、次に目を開けたときには、それまでの一斉の記憶を失い、アガサの家にいたのだ。

（そうだ。メイナードが殿下に毒を盛る話をしているのを聞いてしまって。始末されそうになった俺を、アガサがかばってくれて……）

　すべてはメイナードの屋敷で起こったのだ。わからないのは、なぜそこにアガサがいたのかということだ。

　あの日、彼女は貴族の令嬢のような装いだった。平民の彼女が自分でそれを用意したとは思えない。

（記憶を消したのは、殺されそうだった俺を助けるため？　……しかし、嘘をついてまで、俺とともに暮らす必要がどこにある？）

　フィランダーが外界と接触することを嫌がっていたのは、嘘がばれることを恐れたからかもしれない。だが、そもそもフィランダーを生かしておくことにあまり意味が感じられない。

　考えてもわかりそうになかった。

　フィランダーはいったん頭をリセットしたくて、汗だくの体を拭くべくタオルを探す。

「アガサは……、いないのか」

　家の中は、水を打ったように静かだった。フィランダーは新しいシャツに着替え、水を飲む。

　妙な違和感があり、フィランダーは机の上を二度見した。

「……製薬道具がない？」

　いつもきちんと並べられているすり鉢や小瓶がない。乾燥させた薬草が入った小箱もなくなっている。

　嫌な予感がして、フィランダーは周囲を見回した。

　玄関の扉に、剣が立てかけてあった。それは、チェンバレン伯爵邸で夜会の前に預けた、フィランダーの武器だ。

（昨日までは……なかった）

　鞘に括り付けられた革袋の中には、お金と紙が一枚入っていた。

【あなたの故郷は南方のシーブル島です。目覚めたらすぐに向かってください】

「はっ、また嘘じゃないか」

　昨晩の、アガサのつぶやきが脳裏によみがえる。

『あなたの記憶、また消さなければならない』

　アガサはきっと、フィランダーの記憶を消せたと思っているのだろう。

　だが消えなかった。アガサの能力は、一度解いたフィランダーにはもう効かないのかもしれない。

（俺を遠くにやって、それで終わりにする気だったのか？）

　アガサは両親ともいないと言っていた。それも嘘だったのだろうか。

（俺たちには互いしかいないと思っていたのに）

　だまされていたのに、フィランダーにはアガサが憎いという感情はなかった。

　ただ悲しい。ただ、寂しい。

　もう一度アガサに触れたい。そして確かめたかった。彼女の本心を。

　フィランダーを騙すだけなら、体を許す必要なんてなかったはずだ。それより先に、記憶を消すこともできただろう。

（そうじゃなかったのは、アガサも俺を求めてくれていたからじゃないのか？）

　フィランダーは、彼女の潤んだ瞳を思い出し、身震いした。

　鳥肌が立つほど気持ちがよく、最高の夜だった。

　彼女はあの時、間違いなく体中でフィランダーを求めていた。ふたりの間に、入り込むものなどなにもないくらいに、ふたりだけで綺麗に満たされた。

（それは俺の独りよがりではないと思うんだが）

　アガサの目的がわからない。フィランダーにわかることは、彼女を信じたいと思っている自分の気持ちだけだ。

（……そもそも、アガサは、なぜメイナードの言うことを聞いているんだ？　金を得るため？　しかし、彼女の生活を見ていれば、そんなものを欲していないことはわかる。記憶を消す能力があるのなら、いくらでも逃げられるだろうに）

　まだフィランダーの知らないなにかがあるのだ。それを突き止めなければならない。

（そうだ。彼女の真実を明かさなければ）

　フィランダーがそう気持ちを固めたとき、玄関の扉が何者かによって強く叩かれた。

『おい！　急患だ、開けてくれ！』

　フィランダーはその声に、聞き覚えがあった。慌てて扉を開けると、麦わら色の髪を持つ男が、胸のあたりに短剣を突きつけてくる。

「うわっ、なんで男？　……てか、フィランダー！」

　おそらくはアガサを狙ったのだろう。相手が別の男だと知ると、男は慌てて短剣を下ろす。

「お前、エルマー……」

　フィランダーは驚きすぎて言葉もない。エルマーはさっと周囲を見回した。

「無事か？　お前がここにいると知って、助けに来たんだ。あの女は？」

「あの女って」

「薬師の女だよ」

「アガサのことか？　彼女は……」

「心配したんだぞ？　無事ならなんで連絡くれなかったんだ！」

　エルマーは矢継ぎ早に質問してくる。いつも冷静な彼には珍しい態度だ。

「記憶を失っていたんだ。ここひと月の間」

「記憶を？」

　エルマーが眉をひそめ、改めてフィランダーを見つめる。

「そう。思い出したのは昨日、お前が市場で話しかけてくれたあとだ。長い夢を見て、ようやく今、全部思い出した。それで……」

「はあ？　ああもう、やっぱり、記憶を操作できる人間がいたんだな？」

　エルマーは頭をかきむしる。

「なあ、ヴォーレン殿下は無事なのか？　俺、夜会で、殿下に毒を盛る計画を聞いてしまったんだ」

「はあ？　もしかして、それで始末されそうになったってわけ？　よく殺されなかったな」

「代わりに記憶を消されたんだろう。で、殿下は？」

「大丈夫、無事だよ。まあいろいろはあったけど」

「そうか」

　フィランダーは、ほっと息を吐き出した。

「エルマーはアガサのことを……記憶を操作できる人間がいたことを知っているのか？」

「ああ。……でも、ここじゃあれだな。女がいつ帰ってくるかわからないし、場所を変えよう」

　エルマーは周囲を見回し、フィランダーを促す。

「外出できる準備をして来いよ。待っている」

「ああ」

　フィランダーは素早く準備を済ませ、戸棚から鍵を取り出す。ここに戻ってこられるか不安があったが、とりあえず鍵はかけていくことにした。

「行こう」

「とりあえず僕の屋敷に行こうか」

　そうして、エルマーとフィランダーはともに、アガサの家を後にした。






　連れてこられたのは、エルマーの屋敷だ。王城にほど近い一等地に建つカニング伯爵家は、身なりの悪い客の来訪に驚いた様子もなく、中へと通してくれた。

「とにかく汗臭いから、風呂に入ってこいよ」

「ああ。悪いな」

「湯上り後はこれに着替えて」

　エルマーが差し出したのは司祭服だ。

「おい、なんで司祭服なんて持っているんだ」

「フィランダー・ブロウズは、まだみんなの前に姿を現さないほうがいいと思うんだ。見つけたら着せようと思って入手しておいたんだよ」

　聞けば、フィランダーはヴォーレンの命令で極秘任務に出ていることになっているらしい。そのため、第一騎士団内でも彼の不在について疑問を抱く者はいないのだそうだ。

「しかし、こんなごつい司祭がいるのか？」

　フィランダーは自分の体を眺める。肩幅が広く、体にも厚みがある、いかにも力仕事をしていそうな体格だ。服だけでごまかせるとは思えない。

「どんな人間も神に身を捧げたくなる瞬間はあるものだよ。それに、僕も一緒に変装するから大丈夫。君は主任司祭である僕に付き添う見習い司祭ってことで」

　エルマーにそうまくしたてられて、フィランダーは反論するのが面倒くさくなり従った。

　使用人に案内されて入浴を済ませ、司祭服をまとうが、やはり少しきつめだ。脇のあたりが苦しい。

「お、着替えたね。うんうん。なかなか似合うよ。あとはこれがあれば大丈夫」

　司祭が被る帽子だ。深くかぶることで目のあたりが見えづらくなる。

　エルマーも司祭服に着替えていたが、こちらはよく似合う。もともと、エルマーは本人の印象が薄く、服装によってイメージが変わるのだ。

「君の話はヴォーレン殿下と一緒に聞くよ。君が入浴している間に先ぶれを出しておいた。行こう」

　用意されていたのは、どうやって手配したのかはわからないが、神殿所有の馬車だ。ここまで揃えれば疑う者もいないだろう。

「王太子殿下の呼ばれた司祭様ですね。聞いております。そのまま中へどうぞ」

　城門で軽いやり取りをしたのち、警戒されることもなく中に通された。城の衛兵はみな顔見知りなので、見つからないかとひやひやしたが、意外と誰も気づかない。

　城内を歩くのはひと月ぶりだ。懐かしさとともに、フィランダーがきょろきょろとあたりを見回していると、廊下の反対側からひとりの従者がやって来た。

「司祭殿。王太子殿下が、応接室に来るようにとの仰せです」

　従者はエルマーの部下にあたる男で、自分たちが何者であるかについてはわかっているようだ。

「やあ、待ちかねたよ」

　中に入るとすぐに声がかけられる。

　応接室では、王太子ヴォーレン・アスキスが足を組んで待ち構えていた。ふたりがけのソファに悠々と身を預け、肩までの金髪を指に絡めて遊んでいる。紫色の瞳が妖しく光った。

「下がっていいよ」

　ヴォーレンがそう言うと、衛兵と従者は頭を下げ退出する。エルマーとヴォーレンと自分だけになったのを確認してから、フィランダーは、帽子をむしり取るようにして顔を見せ、膝をついて頭を下げる。

「殿下、護衛任務の途中での離脱、大変申し訳ありませんでした」

　固い調子のフィランダーに、ヴォーレンは苦笑してみせた。

「相変わらずお堅いなぁ、フィランダー。このひと月もの間どうしていたんだ」

「記憶を失っていたのです。思い出したのは、今朝のことでした。それより、殿下はご無事でしたか？　最近の食事に異変などは……」

　フィランダーは、思い出したすべてを告白した。

　護衛任務中に、メイナードの密談を聞いてしまったこと。その内容が、毒に関するやり取りだったこと。そのあと気づかれ、後ろから切りつけられたこと。目覚めたときには記憶がなく、助けてくれた女性──アガサを、恋人だと思って一緒に暮らしていたことも。

「なるほど。メイナードがね。毒に関しては大丈夫だ。君が行方不明になった日の翌日から、警備を強めている。怪しい動きをした侍女はいたが、捕まえた。証言を得る前に自殺されてしまったがな」

「殿下に被害がなかったのならいいのですが」

　ほっと息を吐き出し、フィランダーは顔を上げる。

「……教えてください、殿下。なぜ殿下の命が狙われているのですか？」

　フィランダーにはわからないことだらけだ。

　なぜヴォーレンが、チェンバレン伯爵を警戒していたのか。アガサに記憶を消す異能があるとして、彼女はそれをなんのために使っているのか。そして、なぜアガサはチェンバレン伯爵に使われているのか。

「エルマーが、フィランダーは顔に出るからあまり詳細なことは教えないほうがいいと言っていたのだがね……」

　ヴォーレンはちらりとエルマーのほうを確認した。彼は小さく笑い、頷く。

「まあでも、巻き込まれた以上は、君にも話しておいたほうがいいだろう」

　ヴォーレンは落ち着いた口調でそう言うと、フィランダーとエルマーに向かいのソファに座るよう指示した。

「まず、当初私が調べていたのは、チェンバレン伯爵ではなくマクベイン侯爵だ」

「宰相様ですか？」

　スタンリー・マクベイン侯爵は、国王陛下が病に倒れたのち、頭角を現した人物だ。

　国王が倒れたのは七年前だが、当時のマクベイン侯爵は、国王の側近のひとりに過ぎなかった。彼の評判が上がったのは、四年前、全土にまたがる干ばつの影響で、飢饉ききんが起きた際に自領で備蓄していた小麦を安価で放出してからだ。

　国民からの評判は一気に跳ね上がり、彼を宰相にとの声が高まった。

　当時の宰相、ベレスフォード公爵は、国保有の限りある備蓄小麦を貴族から順に放出するという政策をとっていたから、余計だろう。

　民衆がマクベイン侯爵を推すのに伴い、徐々に貴族議会も彼を宰相へと後押しし始めた。

「反対したのは、ベレスフォード公爵──大叔父上だ。当時は自分の立場を維持したいだけかと思っていたが、今ならば私もマクベイン侯爵の行動は間違いだったと思える」

「え？　なぜですか？」

　フィランダーもその時のことは覚えている。ちょうど第一騎士団に所属が変わったばかりで、王都が思ったよりも貧困にあえいでいて、衝撃を受けたものだ。

　だが、すぐに、小麦がいきわたるようになり、国民たちには笑顔が戻った。政治のことはフィランダーにはよくわからなかったが、その立役者がマクベイン侯爵だと知って、彼が政治の中心に立てばいいと思ったものだ。

「確かにマクベイン侯爵の行動は素晴らしい。しかし、国民を救いたいだけなら、備蓄小麦はいったん国に売ったのち、国から国民へ配られるという流れを作るべきだ。突然一侯爵が議会も通さずそんな行動に出たことで、〝なにもしてくれない国〟そのものが国民の批判の対象となった」

「……あ」

「大叔父上は、マクベイン侯爵が自身の名を高めるために、その行為を行ったということに気づいていたのさ。そして、売名行為に力を入れる人間に、権力を持たせるのは危険だと訴えたのだ。しかし、貴族議会の投票の結果、宰相位にはマクベイン侯爵が着いた。貴族議員の四分の三が、マクベイン侯爵を支持したそうだ」

「四分の三……それはすごいですね」

「大叔父上は怒り狂ったが、一年後、突然隠居すると言って領地に引きこもってしまった。不思議に思って会いに行ったが、〝宰相位を奪われた〟という事実そのものを忘れたかのように、穏やかに暮らしていて驚いたよ」

　フィランダーはぎくりとする。〝忘れたかのように〟という言葉に、アガサのことを思い出したのだ。

　ヴォーレンはフィランダーの表情の変化を見逃さず、畳みかける。

「そう。大叔父上は不自然な記憶の抜け落ち方をしていたんだ。私はそれを不審に思った。そこからだ。私が、マクベイン侯爵のことを調べ始めたのは。そもそも、侯爵家にそんなにもたくさんの小麦を備蓄できる金があったのかも疑問だ。確かに侯爵家は裕福だが、国民に行きわたらせる量の小麦など、一朝一夕には集められないし、侯爵領だけを考えるなら、その量は必要ない」

「いつか来る飢饉の際に、放出する計画だったということですか？」

　フィランダーが尋ねると、ヴォーレンはエルマーと顔を見合わせ頷いた。

「そうではないかと私は思っている。いつか政治の実権を握るために、着々と準備を整えていたのではないかと」

　ずいぶんと用意周到だが、確かにヴォーレンの言うことには納得できるところがあった。備蓄は国の役割であり、一侯爵が自領で賄う以上の備蓄を進めているのはおかしい。

「彼の金回りの良さに疑問を抱きつつ調べていると、不思議な交友関係にぶち当たった。チェンバレン伯爵の存在だ。メイナード・チェンバレンは、フィランダー、君と同期だったはずだな」

「ええ。現在二十五歳ですね」

「マクベイン侯爵は四十歳だ。友人というには、年が離れすぎている。さらに調べていくと、不思議なことに気づいた。メイナードがチェンバレン伯爵位を継いだのは七年前。前伯爵グレンダの自死によるものだ。そしてそれは、父が病身となったのとほぼ同時期なんだ」

　ヴォーレンは神妙に言葉を紡ぐ。

「チェンバレン伯爵家はこの国では珍しい女系相続家系だ。理由は、女性にのみ受け継がれる能力があるからだと言われている。しかし、前伯爵グレンダに娘はおらず、メイナードが跡を継いだ。貴族議会で後押ししたのは、マクベイン侯爵だったと言われている」

　伯爵家の後継問題に、侯爵家が口を出すのは確かに不自然だ。

「なぜ、侯爵はメイナードを支援したのでしょう」

「さあ。建国時から続く家系を絶やすなということなのだろうが」

「そもそも、前チェンバレン伯爵のご家族はほかにいないのですか？　ご主人とか……」

「グレンダは結婚して六年ほどで離婚していたらしい」

「確かに、……なにか気になりますね」

　時間的な符号、伝統を変える行動。

「それまで、チェンバレン伯爵家はあまり表舞台に立とうとはしなかった。保有しているダンスホールも貸し出しのみだったし、貴族議員ではあったが、声高に意見を語ることはほとんどなかった。しかし、メイナードの代になって二年後には、貴族の娯楽の場として会費制の仮面舞踏会を頻繁に行うようになった。私はその収益の一部が、マクベイン侯爵に流れているのではないかと思っている」

「はあ。しかし、家督を継ぐときに世話になったとはいえ、伯爵家の収益をマクベイン侯爵に渡したりするでしょうか」

「だから。なにか弱みでも握られているのではないかと調査していたんだ。なぁ、エルマー」

　それまで黙って聞いていたエルマーは頷き、説明を始めた。

「僕の調査では、仮面舞踏会はそのままブラックマーケットにもなっています。麻薬や、毒薬の密売ですね。おそらくは、ふたりは共犯なのでしょう。……フィランダー、仮面舞踏会に潜入したとき、君も変なにおいを感じただろう？　あれは弱いものだが催淫効果があり、ずっと吸っていればまともな判断力は失われる。普段なら手に出さないような薬でも、欲しいという欲求に逆らえなくなることもあるだろう」

「しかし、そんなことを続けていたら、いつかばれるに決まっている。人の口に戸は立てられないと言うだろう」

「そうだ。だからこそ、彼女が必要だったのだろう」

　ヴォーレンに頷かれて、フィランダーはようやく夜会にアガサが呼ばれる意味を知った。

　取引の秘密を知った者が悪事に染まる口の堅い者ばかりならいいが、口の軽い人間や良心の呵責に耐えられない人間は一定数いる。そういった人間が夜会に来たら、騒ぎになる前に記憶を消していたのだ。

　結果、チェンバレン伯爵家の仮面舞踏会に悪評は出回らない。よい評判だけを広げるための道具。それが、メイナードにとってのアガサだ。

「……あの野郎！」

　フィランダーは眉間に縦皺をよせ、怒りをあらわにした。しかし、エルマーは冷静に彼を抑え込む。

「落ち着けよ。従っている彼女だって同罪だ。フィランダー、君は彼女に騙されたんだよ」

「なんだと？」

「惚れた女が敵方の人間だったなんて、信じたくないのはわかるけどさ。実際、彼女は君をはじめとする多くの人の記憶を消したんだ。ヴォーレン殿下を守る立場にある僕は、彼女を放置するわけにはいかない」

「待ってくれ、エルマー。彼女は悪い人間ではない」

　断言するフィランダーを、ヴォーレンとエルマーは痛いものを見るような目で見つめる。

「悪い人間ではないのに、君に嘘をつくのか？　フィランダー、君は生まれたときから貴族だし、職業は騎士だ。両親だって健在だろう。天涯孤独の大工なんて大嘘もいいところではないか」

「そうだよ。フィランダー、恋は盲目って言葉、知ってる？」

「そんなことはない……！　ていうか、エルマーはなんで俺がアガサに惚れていることを知っているんだ！」

　記憶を失う前も、フィランダーはアガサのことを誰にも話したことはない。

　憤慨して問えば、エルマーはにやにやといやらしい笑みを浮かべる。

「フィランダーが休みのたびに女を口説きに通っているって、有名な話だよ。ほら、ライリーだっけ。君の後輩。あいつが言いふらしていたから、騎士団と殿下周りの側近はみんな知っていると思う」

「なっ」

「そうでなくても、君は隠しごとが下手すぎる。休みの前の日はやたら浮かれていたじゃないか。女に会いに行くのだろうなということくらいは、情報がなくともわかる」

　ヴォーレンにまで、あきれたように言われる。

「殿下まで……」

　フィランダーは顔から火が出そうだ。仕える主人にそんな生暖かい目で見られているとは思ってもいなかった。

「確かに、俺はアガサに惚れています。記憶を失う前も、失ってからも好きになりました。でも、彼女をかばうのはそれだけが理由じゃありません」

　記憶を失っていた間、フィランダーは彼女の生活を見てきた。贅沢をするわけでもなく、細々とつましい暮らしをして、それでも不満そうな様子は少しもなかった。

　まったくの白ではない。脅おどされていたとしても、悪事に手を染めたことは間違いないだろう。それでも、フィランダーは彼女が心優しい人間だと信じたかった。

「俺には、彼女が望んでそんなことをしたとはどうしても思えないのです。メイナードに切りつけられた背中の傷はひどく、数日は動くのもままならないくらいでした。そのまま放置されれば、きっと死んでいたでしょう。だけど彼女は、俺が起き上がれるようになるまで親身になって世話をしてくれました。俺が今ここに居られるのは、彼女のおかげなのです」

「だから？」

「だから……彼女が俺の記憶を消したのは、俺を殺させないためだったんじゃないかと思うんです。メイナードに従っているのも、脅されているからではないかと……」

　熱弁するフィランダーに、ヴォーレンは苦笑する。

「まあ、君が惚れるくらいだから、心根が悪い女性ではないのだろう。だが、黒か白かで言ったら黒だ。実際に記憶を消すことができ、犯罪にもかかわっているのだから」

　ヴォーレンははっきりとそう言った。

　フィランダーはがっくりと肩を落とす。

「殿下が彼女を罰するのなら、……俺は従えません。彼女を助けたいんです」

　どう説得しても主張を変える気のないフィランダーを、ヴォーレンは、目を細めて見つめた。

「まったく単純で一途で強情だな。まあ、私は君のそんなところが気に入っているのだが」

　ヴォーレンは満足そうに微笑み、続ける。

「彼女が本当に善人であるなら、チェンバレン伯爵に従うのは、なんらかの理由があるのだろう。だが理由があっても、彼女が敵方にいるうちは私が救うことはできない。……だからフィランダー、アガサ嬢をこちら側に引き入れてもらいたい」

「……はい？」

　フィランダーは意味がわからず、ぽかりと口を開く。

「私は、チェンバレン伯爵家の仮面舞踏会が麻薬密売の場であると告発するつもりだ。そのまま、芋づる式にマクベイン侯爵との関係や金銭授受の有無も明らかにしていきたいと考えている」

「はい」

「しかし、ここで問題となるのはアガサ嬢だ。記憶を消す能力のある彼女が関係者すべてにその能力を使ってしまえば、立件するのは難しくなる。物的証拠があっても、証言が得られなければ裁判は勝てないだろう」

　ヴォーレンは立ち上がり、手を伸ばす。

「フィランダー、私の目的は、国家運営を王家の手に取り戻すことだ。今のままでは、権力はマクベイン侯爵の手の中にあり、なにかきっかけがあれば、王の首が挿すげ替えられてしまう」

「まさか、そんな……」

「あり得ないと思うか？」

　ヴォーレンに苦笑され、フィランダーは市場での声をふいに思い出す。

『宰相様のおかげで……』

　マクベイン侯爵は、今でも民衆人気がある。そして現在、王の役割を果たしているのは貴族議会であり、それを牛耳っているのは彼だ。

　ヴォーレンが十八歳で成人を迎え、政治の場に参加するようになって四年が経つ。陛下に回復の見込みがないならば、王太子であるヴォーレンが王座につくべきだろう。そうした話にもならないのは、宰相であるマクベイン侯爵が、巧妙に議会を操作しているからだ。

「わかったかな。マクベイン侯爵にとって、邪魔なのは私だ。もし、私が……王家の跡継ぎが居なくなれば、彼はその人気で王となることも可能だろう」

「そんな……」

「そうされないためにも、キーパーソンであるアガサ嬢をこちらに引き入れたいのだ。王家側に協力したという実績があれば、罪を軽減することもできる。私と君、両方の望みを叶えることができるだろう。まずはアガサ嬢がチェンバレン伯爵に従っている経緯を調べ、その原因をなくしてやるのだ」

「……さすがは殿下！」

　フィランダーの顔がぱっと晴れ渡る。

「お任せください。俺が必ず、アガサを説得してみせます」

　ヴォーレンとエルマーは軽く顔を見合わせ、笑った。

「いいだろう。時間をやる。君の働きを期待しているからな」
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「どうした？　忘れ物か？」

　チェンバレン伯爵家の従僕が、門の周りをうろうろしているアガサを見つけ、声をかけてきた。

「メイナード様にお会いできるかしら」

「旦那様か？　ちょっと待っていろ」

　昨日の今日でアガサがやってくるのは珍しく、従僕は少し警戒したようにアガサをその場に待たせた。

「……いい天気ね」

　昨晩、再びフィランダーの記憶を消し、アガサは家を出た。

　フィランダーが目を覚まし、家から出ていくまでの時間を稼ぐためだ。

　記憶を消した以上は、会ってもアガサの存在に気づかれることはないだろうが、出ていく瞬間を見たくはなかった。町をふらつくのにも限界があり、気がつけば、チェンバレン伯爵邸のあたりまで来てしまったのだ。

「旦那様がお会いになるそうだ。入っていいぞ」

　戻って来た従僕に促され、アガサは門をくぐる。屋敷に入るといつものように執事が迎えに出て、応接室まで連れてきてくれた。メイナードがソファに座ったまま笑いかける。

「どうした？　夜会でもないのに。ブロウズになにかあったのか？」

「いいえ。ただ、彼と喧嘩をしてしまって、家に居づらくて出てきたんです。夕方まででいいから、ここにいさせてもらえないかしら」

「ああ。今日はこれから来客がある。ついでだからお前のことを紹介しておこう」

「私を？」

「ああ。俺の後ろ盾となってくださっている方だ」

　メイナードの後ろ盾となっているのは、スタンリー・マクベイン侯爵だ。七年前、彼が母親を亡くしたばかりのとき、爵位を継げるよう力を尽くしてくれたのだという。

「そんな大物……会えません。私は礼儀作法だってわからないし……」

「前々から会いたいと言われていたんだ。お前の能力を買ってくださっているのさ。でも間違えるなよ。お前は俺の所有物だ。異能は俺の命令がなければ使うな」

　その言いぶりだと、アガサの異能を知って会いたいと言っているのだろう。

　嫌な予感はしたが、アガサには断る権利もない。仕方なく黙って頷いた。

「そうと決まれば、着替えてもらおう。そのみすぼらしい格好じゃまずい」

　メイナードはベルを鳴らして使用人を呼ぶ。そして、アガサはいつものようにメイドたちによって風呂に入れられ、ドレスを着せられた。その支度が出来上がった頃、メイナードに呼ばれ、慣れないドレスの裾をさばきながら応接室に入った。

「マクベイン侯爵。彼女が例の娘です」

「アガサ・ロングハーストと申します」

　深く頭を下げ、一拍置いてから顔を上げる。

　ソファに座っていたのは壮年の男性だ。整えられた身なりは、彼が上流階級の人間だと物語っている。落ち着いた態度に穏やかそうな笑顔を浮かべられれば、威圧感を感じつつも気を許しそうになる。

「やあ。君の話はメイナード君から聞いているよ。座るといい」

「……失礼します」

　アガサは、彼の対面にあるソファに腰掛けた。探るような目でじっと見つめられ、落ち着かずに膝の上に載せた手でドレスの生地をぎゅっと握る。やがて懐かしそうな声でマクベイン侯爵が語りだした。

「髪色は違うが、……グレンダ殿と、少し似ているな」

「グレンダ？」

「メイナードの母親だ。前チェンバレン伯爵。君の伯母でもあるな」

　アガサは少し警戒した。アガサの母がチェンバレン伯爵家の出身だと知っているものはほとんどいないはずなのだ。そこまで知っているということは、メイナードはほぼすべての秘密を、マクベイン侯爵に語っているのではないだろうか。

　マクベイン侯爵は舐めるようにアガサを見て、意味ありげにほほ笑んだ。

「彼女の持っていた能力を受け継ぐ君には、期待している」

「……はい」

　そのあともメイナードとマクベイン侯爵の話が続いたが、アガサにはわからない内容ばかりだ。

（グレンダ。それが伯母さんの名前なのね。母さんのお姉さん……）

　ぼんやりとメイナードを眺める。彼は赤毛で、紫色の瞳を持っている。

（チェンバレン伯爵家の人間は赤毛が多いのかしら。母さんも赤毛だった）

　アガサは父譲りの黒髪だ。窓の外に視線を向けると、黒髪の庭師が楽しそうに庭の手入れをしているのが見えた。

（母さんも、こんな風にお父さんを見つめていたのかしら）

「では、次の夜会はそのように」

　メイナードが立ち上がり、侯爵と握手をする。アガサはハッと我に返った。

「マクベイン侯爵、夕食を準備しております。ぜひご一緒に」

「ああ。お嬢さんも一緒にどうだ」

「……でも」

「構わない。アガサも一緒に」

　そう言われ、アガサは帰るタイミングを見失ってしまった。






　夕食までの時間、アガサは庭園を散歩することにした。彼らとずっと一緒にいるのは息が詰まるし、落ち着かない。

　ふらふらと歩いていると、いつもならもう仕事を終えているだろうハーヴィーの姿が見えた。

「おじさん……？」

「えっ、あ、申し訳ありません」

　今、アガサはドレス姿だ。だからわからないのだと、慌てて説明する。

「私よ。アガサ。まだ仕事が終わらないの？」

「ああ、薬師の嬢ちゃんか。貴族のお嬢様かと思って驚いたよ。仕事は終えたんだが、剪定せんていばさみを一本忘れてきたことを思い出してね。誰かが間違って触りでもしたら大変だと思って取りに来たんだ」

「そうなの。もう暗いし、早く戻ったほうがいいわ」

　使用人たちの食事は戦場のようなものだ。早い者勝ちというところがあるので、あまり遅くに行くとまともな食事にありつけない。

　しかしハーヴィーは鷹揚に構え、しみじみとつぶやく。

「しかし、……きれいだなあ、嬢ちゃん。見違えた」

「……おじさん」

「なんだろうな。この懐かしい感じは。昔、こんな風に誰かと、この庭で出会ったような気がする。今日の嬢ちゃんを見たら、きっとどんな男も恋に落ちるだろうて」

　母はチェンバレン家の次女で、父とは駆け落ちしたのだ。だとすれば、母と父はこんな風にこっそりと庭で逢瀬おうせを重ねていたのかもしれない。

　それはきっと、父にとってはかけがえのない記憶だったろう。奪ったのが自分であることが申し訳なく、悲しい。

「言い過ぎよ。でも、褒めてくれたのはうれしいわ。ありがとう。メイナード様が用意してくださったの。前当主様の遺品だそうよ。紹介したい貴族様がいるからって着せてくださったの」

「ほう。旦那様がそんなことを言うなんてなぁ。やはり、旦那様は嬢ちゃんのことを気に入っておられるのかなぁ」

　そんなわけはない。それでも、今日自分がドレスを着てここにいる言い訳にはなると思い、アガサはあいまいに笑った。

「違うわ。お相手の貴族に失礼にならないようによ」

「それでも、大事な前当主のドレスはなかなか貸してはもらえんよ。よかったなぁ、嬢ちゃん。とても綺麗だ。……なのに、なんでそんな悲しそうな顔をしているんだ？」

　ハーヴィーが心配そうに顔をのぞき込む。笑ったつもりだけど、笑えてはいなかったのかもしれない。

　優しい顔で見つめられると胸が痛い。口を開けたら、自分が娘だと告げてしまいそうだ。

　黙り込んだアガサを励ますように、ハーヴィーが明るい声を出す。

「最近よく夢を見るんだ」

　ハーヴィーは空を見上げてポツリと言う。

「え？」

「結婚して、かわいい娘をもうけた夢だ。その夢に出てくる娘が、嬢ちゃんそっくりなんだ」

　ハーヴィーの目が細められる。アガサはなにも言えなかった。声を出したら、泣きそうになっていることがばれてしまう。

「おかしいだろ？　独身男の恥ずかしい妄想みたいなもんだ。でもな、夢の中の俺は、その子が幸せになるなら、なんだってしてやりたいって思っているんだ。……なあ、俺はあんたを娘みたいに思っている。こんな、中年のおっさんに言われても気持ち悪いかもしれんが、嬢ちゃん。あんたには幸せになってほしいって思っているんだよ」

「……おじさん」

「お金持ちだから幸せなんじゃない。自分が、自分らしく生きていくのが幸せなんじゃないか？　もし、旦那様とうまくいっていないのなら、離れてみてもいいんじゃないか？」

　おそらくハーヴィーは、アガサがメイナードの愛人になったのだと誤解しているのだろう。それで、彼との関係を心配してくれている。

　アガサはドレスの裾をぎゅっと掴む。

　自分はこのまま、メイナードに利用されて生きていくのだろう。父やフィル。愛した人の記憶から消えて、ひとりのまま。それが、異能を使う自分に与えられた罰なのだ。

　記憶を失い目覚めたフィランダーは、アガサの残した手紙に従って、遠くへ行くだろう。そうすればもう、二度と会うことはない。

（新しい土地で、彼はきっと幸せになる。優しくて実直な、いい人だから。私みたいな女とはかかわらないほうが、彼のためだ）

「……あ」

　その時、アガサは今まで考えたことのなかったひとつの案を思いついた。

（そうよ。お父さんだって、私さえいなければ自由になれるんじゃないかしら）

　アガサを服従させるために、メイナードは父を人質にしているのだ。いつでも殺せるように住み込みで雇って、アガサの目の前にちらつかせている。

　だけど、もし先にアガサが死んでいれば？

　メイナードがハーヴィーを引き留めておく理由はなくなる。彼自身はアガサが娘だとは覚えていないのだから、知り合いの娘が死んだくらいでショックを受けることはないだろう。

（そうすれば、お父さんは、どこか遠くで、人生をやり直せるんじゃないかしら）

　メイナードに腹いせで殺されてしまうという懸念はあるけれど、アガサの死よりも前にハーヴィーが屋敷を出ていたら、追うことはないだろう。父からメイナードの悪事がばれるわけではないのだから。

「ねぇ。おじさん」

「なんだ？」

「ここを辞めて、遠くに行く気はない？」

　突然の申し出に、ハーヴィーはぎょっとした様子だ。

「え？　どうしたんだ？　急に」

　アガサは目を伏せ、父にだけ聞こえるように耳打ちした。

「メイナード様は、そのうち捕まるわ。……裏で悪いことをしているの。ずっとここにいたら、おじさんまで捕まってしまうかもしれない」

　父は目を見開いて驚愕していた。

「なにを言って……。まさか嬢ちゃんも、なにか悪いことをさせられているのかい？」

　アガサはそれには答えず、父の手を握った。

「お願い。考えてみてほしいの。ここはお給料がいいかもしれないけれど、長くは続かない。できれば今すぐに、次の暮らしを考えてほしい」

「しかし」

「おじさんほどの腕があれば、働き口はすぐに見つかるわ」

「嬢ちゃん」

「辞めること、メイナード様に言っては駄目よ。怒らせてしまうから。ここを出るときは、誰にも内緒で去ってほしい」

「だが……」

　ハーヴィーは完全に戸惑っていた。不安げにアガサを何度も見つめるのは、言葉の真意を測りかねているからだろう。

　アガサはもう一歩踏み込んで念押ししたかったが、眼鏡の執事がやって来たので、ハーヴィーから離れた。

「アガサ、旦那様がお呼びだ」

「今行きます。……じゃあね、おじさん」

「あ、嬢ちゃん……」

　アガサは踵を返し、執事の後についていく。ちらりと後ろを向くと、父が使用人棟へと向かっていくのが見えた。

　アガサの言葉に従ってくれるかはわからないが、考えるきっかけにはなるに違いない。

（そうね。なんで今まで考えつかなかったのかしら）

　自分が死ねば、すべてが丸く収まるのだ。父は自由になり、この忌まわしい能力の継承者も消える。

　それは、今のアガサにできる最良の案に思えた。

（そうよ。もう思い残すこともない。大好きな人に愛されたんだもの）

　昨晩のことを思い出し、アガサは自らを抱きしめる。

　フィランダーが自分を求めてくれることがうれしかった。あのまま時が止まればいいと思うくらいに。

（もう十分……）

　アガサは悲しい決意を胸に宿したまま、屋敷へと戻った。






　マクベイン侯爵を交えた夕食のあと、泊まっていけばいいというメイナードの誘いを断り、アガサは自分の家に戻って来た。

（もう、フィルは出て行ったのね……）

　明かりの消えた家を見て、ほっとしたような残念なような心地になる。

　途端に、背負っているリュックが重く感じられた。

　この中には調薬道具や薬草が詰まっている。記憶を失ったフィランダーは鍵のありかがわからず、そのまま出ていくだろう。彼がいなくなったあと、盗まれることのないようにと持ち歩いていたのだ。

　案の定鍵はかかっておらず、アガサは入るとすぐに内側から鍵をかけ、ランプに灯をともした。

　部屋の中は、朝、出ていったときとさほど変わりない。フィランダーのためにと置いていった、彼の両手剣とお金が無くなっていたくらいだ。

「……ちゃんと、遠くに逃げてくれたかしら」

　彼のことが好きだった。

　彼を危険に巻き込みたくなかったから、好きじゃないふりをしたのに、まさかメイナードの夜会で出くわすなんて。

　記憶を失った彼をアガサの家に運んだのは、伯爵家の使用人だ。メイナードには、彼を監視するためだと理由をつけた。

　目覚めた彼に恋人だと言ったのは、彼を家に置いておくための方便だが、あのひと月はアガサにとって宝物のような時間だった。

（あのまま、ずっと彼とふたりで暮らしたかった）

　けれど、フィランダーは記憶を取り戻してしまった。だから、再び記憶を消すしかなかったのだ。思い出したことをメイナードに知られたら、彼は殺されてしまうから。

「幸せになってね。……フィル」

　あふれてくる涙を堪えられず、アガサはその場に膝から崩れ落ちた。

　彼はもう、自分のことを知らない。それは、ただ別れるよりもずっと悲しかった。ふたりで作った幸せは、もう、アガサひとりの幻想になってしまったのだ。

　本音を言ってもいいなら、嫌われてもいいから忘れられたくなかったのに。

「アガサ」

「ひっ」

　突然の男の声に、アガサは小さく悲鳴を上げる。

　振り向いて見えたものが信じられず、瞬きを繰り返した。

「俺が幸せになるには、君が必要なんだ。アガサ」

　そこにいたのは、フィランダーだ。低い声も、体つきの割に優し気な表情も、離れたときとなんら変わりない。

「フィル……？　どうして？　あなた、記憶は……」

「俺は忘れなかった。君の能力に打ち勝ったんだ」

　アガサには信じられなかった。そんなことがあるはずがない。異能に目覚めて以来、記憶を消せなかったことなど一度もないのに。

　フィランダーはアガサに近づき、大きな手でその頬を包む。親し気なその様子がますます信じられず、アガサは小さく首を振った。

「本当だよ。頭の中に光が明滅して、何度も意識が遠のきそうになった。だけど、しばらく耐えていたら、霧が晴れたように頭がすっきりして……。そうしたら、君と過ごした時間だけじゃない。その前に消された記憶もすべて、思い出したんだ。……君と俺は恋人じゃなかった。そうだな」

　アガサは唇を噛んだまま頷く。

　フィランダーは本当に、すべてを思い出したようだ。

　だとすれば、フィランダーを騙したことも、これまでに多くの人の記憶を消したことも、知られているのだろう。彼は第一騎士団の所属だ。アガサを捕まえに来たと考えるのが自然だ。

　アガサは両手をそろえ、彼の前に差し出す。

「……なんだ？」

「私を捕まえに来たんでしょう？」

「いや、そうじゃない。俺は君と話をしに来ただけだ」

　フィランダーはその手を掴み、アガサを抱き寄せる。

「俺は君を愛している。君が今の状態を望んでいないのなら、メイナードから解放したいんだ。すべて話してほしい。なぜ、君はメイナードの言いなりになっているんだ？」

　うれしいはずのその言葉を、アガサは信じられなかった。責められるのならわかる。なぜ彼は、こんな状態になっても、愛していると言ってくれるのか。

「私はあなたを騙していたのよ。そんな女を信じるなんておかしいわ」

「アガサを信じているわけじゃない！　俺は、自分自身の目を信じている」

「なにを……」

「俺の知る限り、君はずっと、人の命を救うために行動していた。最初に出会ったときも、俺の記憶を消したときも。背中の傷は、馬車にぶつかったわけじゃない。メイナードが切りつけてきたものだ。あのとき、あいつは俺を殺す気だった。それがわかっていたから、俺の記憶を消したんだろう？」

「それは……」

「そして俺をかくまうために、ここに住まわせてくれたんだ」

　フィランダーの言っていることは正しい。だけど、彼が自分のことを好意的にとらえてくれることが、どうしても納得できない。

「フィル、私は……」

　アガサの声を遮るように、フィランダーは人差し指でアガサの唇を押さえる。

「うぬぼれのようだが、俺は君が、俺を愛してくれていると思っている」

「……記憶、取り戻したんでしょう？　どうしてそう思えるの？」

　あの濃密なひと晩は偽りのものだと知って、どうして彼はそう言い切れるのか。

　疑問に思って見つめていると、彼はふいに天井を指さした。

「あれは、俺が送った花束だろ？　君が初めて受け取ってくれたものだ」

　天井からつるされたカミツレの花束。

『利用できるものなら受け取るわ』

　そう言って受け取った薬にもなるそのハーブを、アガサは使うことができなかった。

　一番よく見える居間の天井に干し、ずっと見ていた。大好きな人がくれたものだから。

「覚えていてくれたの……」

　アガサは、もう涙を我慢することができなかった。視界がかすんで、目尻からこぼれた雫が頬を伝う。

「君は理由もなしに誰かを傷つけたりしない。メイナードに従っているのには、なにか理由があるはずだ」

　フィランダーの言葉が、アガサの全身に浸透しんとうしていく。

　もうどんな虚勢を張っても、彼は騙されてはくれないだろう。

（だったらもう、強がらなくてもいい……？）

　アガサに訪れた感情は安堵だ。体の力が抜け、彼の胸に頭を預けると、彼はアガサの背中に手を回し、支えるように抱きしめてくれた。

　味方を失った十三歳のときからずっと、ひとりで生きていかなければならないのだと思っていた。誰にも泣き言など言えない。父親を守るために、自分の心は殺さなければいけない。

「俺は君の助けになりたい。つらいことも心配事も、なにもかも俺に分けてほしい。初めて出会ったときからずっと、君のことが好きなんだ。」

「でも、あなたに危険が及ぶかもしれないわ」

「俺は騎士だ。危険に立ち向かうのは慣れている。それに……俺にとっては、君を失うほうがよっぽど恐ろしい」

　熱のこもった眼差しで見つめられて、アガサの胸が震える。

「……助けてほしいの」

　アガサはようやく真実を話す決意を固めた。

「父を人質にとられているの。チェンバレン伯爵邸の庭師よ。記憶を消しているから、彼は私を娘だとは思っていないけど。……彼を、どこか遠くに逃がしてほしい。そうすれば、私はメイナードに従う必要がなくなる」

「庭師だな？」

「とはいえ、父自身に逃げる気はないかもしれない。メイナードは、いい条件で父を雇っているだろうから」

「最悪、攫さらってでもになりそうだな」

「ええ」

　アガサが不安げに頷くと、フィランダーは頼もしく頷いた。

「わかった。君の父親の安全を確保し、君をメイナードの手から救い出す」

「ありがとう」

「ひとつだけ教えてほしい。なぜ君には、そんな能力があるんだ？」

　アガサは一瞬きょとんとし、そして苦笑した。

「この異能は、チェンバレン伯爵家に伝わる能力なのだそうよ。……私の母は、チェンバレン家の娘らしいわ。でも異能は持っていなかった。なぜか娘の私は発現はつげんしたのだけど」

「君が、チェンバレン伯爵家の血筋……？」

「ええ。メイナードは母を捜しに来て、私を見つけた。そして今は、父を盾にとって、私の力を利用している」

「……あの野郎……っ」

　フィランダーの拳が震えているのは、怒りからだろう。アガサは、こんなに親身になってくれる彼の存在がうれしかった。

「事情はわかった。殿下にはそのことも伝え、君の事情を考慮してもらおう。それで……その、すべてが片付いたら、俺との結婚を考えてほしい」

　こんなときに誓いを求めるのは、フィランダーの真面目な性格ならではだろう。

　アガサは小さくほほ笑み、ただ黙って頷いた。

「いいんだな！　約束だぞ！」

「ええ」

　了承の返事とは裏腹に、アガサにはわかっていた。

　次男とはいえ男爵家の子息である彼が、自分と結婚できるわけがない。ましてメイナードの罪が白日の下にさらされたら、当然、アガサは共犯者として捕まるのだ。

　彼の願いを叶えることは不可能だ。けれど、それは今告げることではない。

「次の仮面舞踏会は二週間後よ」

「ああ。夜会の日にまた会おう。必ず君の父親を保護し、君を助け出すから」

「……ありがとう」

　アガサは微笑んで、彼を見送った。






　仮面舞踏会の日、アガサはいつものように昼過ぎにチェンバレン伯爵家の門をくぐった。ダンスホールは、夜会の準備で使用人が多く出入りしている。

　途中でハーヴィーの姿を見つけ駆け寄ったアガサは、彼の顔を見るなり絶句した。

「おじさん？」

「嬢ちゃん」

　ハーヴィーは目の下を青く腫はらしていた。

「どうしたの？　その顔」

　ハーヴィーは気まずそうに目を伏せた。

「俺はずっと、嬢ちゃんの言ったことを考えていたんだ。辞めることも考えた。でもどうしても、なにも言わずに出ていくのは恩知らずな気がして……」

「まさか、……それで殴られたの？」

　ハーヴィーは小さく頷く。

「多少気が荒いとはいえ、金払いはよく、世話になった旦那様だ。暇いとまの挨拶だけでもと思ったんだ。けれど理由を聞くわけでもなく殴られた。この怒り方は異常だ。このままじゃ殺されてしまう。俺は、この屋敷を出ようと思う」

「そう」

　顔は痛々しいが、出ていく決心がついたのなら逆によかったかもしれない。アガサは内心ほっとした。

「だったら夜会中がいいわ。メイナード様は忙しくて、おじさんのことを捜している暇なんてないから」

「……ああ。なあ。嬢ちゃんも一緒に行かないか？」

「え？」

　目を丸くして見つめるアガサに、ハーヴィーは慌てて手を振る。

「へ、変な意味じゃないぞ。言っただろう、娘みたいに思っているって。嬢ちゃんだって、俺にあんなふうに言うからには、旦那様とうまくはいっていないんだろう？　もし旦那様の側にいるのが嫌なら、俺と一緒に逃げないか？」

「おじさん」

　それはきっと、かつて父が母に贈った言葉だろう。そして母は、彼の手を取ってこのチェンバレン伯爵家を後にしたのだ。幸せな家庭を作るために。

　ただ三人で笑い合っていた日々を思い出して、アガサの目には涙が浮かんでくる。

「ありがとう、おじさん。うれしい」

「では」

「でも、私にはまだ、しなければならないことがあるの。おじさんは先に行って？　庭師を続けていてくれたら、きっと捜し出すから。だっておじさんの腕は確かだもの。きっとどこに行ったって有名になるわ」

　一緒に行かないというアガサの意思を読み取ったのか、ハーヴィーの顔がこわばる。

「アガサ！　来ているのか？」

　本館の窓から、メイナードが叫ぶ。

　心配そうなハーヴィーの手を払い、アガサは微笑んだ。

「行って。メイナード様に気づかれる前に。気をつけて」

「あ、ああ」

「幸せになって」

「嬢ちゃん！」

　アガサは屋敷へ向かった。父がこのまま逃げてくれることを心の底から願う。

　通された執務室に入ると、メイナードが苛立たし気に歩き回っていた。アガサを見るなり睨みつけ、拳を振り上げる。

　アガサは恐怖で目をつぶったが、実際に痛みが来ることはなかった。メイナードの拳は、アガサの頬の脇の壁にめり込んでいた。

「お前っ、ハーヴィーになにか言ったのか？」

「なにかって？」

「あいつ、この仕事を辞めたいなどとぬかしやがった。給金を上げてやるっていっても突っぱねやがって」

「私はなにも……」

「逃がさないぞ。あいつもお前も。お前たちは俺のものだ」

　血走った目のメイナードに顎を掴まれる。爪が皮膚にくい込んで、痛い。メイナードは完全に頭に血が上っているようだ。

「俺から逃げられると思っているのか？　そもそも悪いのは、伯爵家の責務から逃げたお前の母親だからな！　俺はお前に、その償いをしてもらっているだけだ！」

「痛いわ、離して！」

　アガサが突っぱねると、メイナードは不満げに鼻を鳴らす。

「お前の父親が逃げたら、今のようにお前を自由にはさせないからな。動けないようにこの足を切ってやる。なんたってお前は異能を受け継いだんだ。チェンバレン伯爵家に尽くす義務があるんだよ！」

　メイナードは吐き捨てると、アガサの脚を蹴った。むこうずねにあたり、アガサは立っていられず、しゃがみこんだ。

　アガサの頭に、母を殺されたときの情景がフラッシュバックする。

　心臓が早鐘を打ち、じとりとした嫌な汗が額に湧き上がってきた。

（嫌。……怖い。怖い）

　母に短剣を向けたとき、メイナードにはなんの躊躇もなかった。『父親の記憶を消せ』と言った低い声、嬉々ききとした笑いが、頭の中にこだまする。

　狂っているのなら、まだマシだ。メイナードはそれを、正気の頭でしているのだ。

「やめて。もうやめて……！」

「嫌なら俺に逆らうな！」

　五年。アガサはこの声にずっと脅されてきた。たとえメイナードの言っていることが正しくなくとも、怯えて従ってしまう程度には、洗脳されている。

「お、お父さんを、逃がして。そうすれば、私は言うことを聞くから」

「……言ったな？」

　メイナードの顔がゆがんだ。アガサは震えながら頷いた。
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　空に、藍色のベールがかかる。

　チェンバレン伯爵邸の仮面舞踏会は今日も盛況だ。ダンスホールにはワルツが流れ、多くの人々が和やかに踊っている。

　メイナードは満足げに大勢の客が入ったホールを眺める。

（今日もたくさん儲かりそうだ）

　この夜会の収益はメイナードとマクベイン侯爵で折半せっぱんされ、マクベイン侯爵の名声を高めるために利用される。

（マクベイン侯爵はすごい。彼こそが、国の頂点に立つべきなのだ）

　早くに父を失ったメイナードは、侯爵に記憶には無い父親を重ねていた。頼りがいがあり、自分を引き上げてくれる存在だと。

「やあ、メイナード」

「マクベイン侯爵。ようこそ」

　ふたりはいつものように会場が見渡せるソファ席に腰掛け、並べられる料理に舌鼓したつづみを打つ参加者や、二階に向かう訳ありの客を眺めながら歓談していた。

「メイナード、先日会わせてくれた、君の従妹殿だが」

「アガサのことですか？　彼女ならいつもの場所に」

「今度食事に招待したい。もちろんメイナード、君も一緒に」

「はあ」

　メイナードは嫌な予感がした。アガサは平民の血が混じっているとはいえ、チェンバレン伯爵家を継ぐのに必要な能力を兼ね備えている。

　今、メイナードとマクベイン侯爵は秘密を共有し合う運命共同体だ。しかし、アガサの能力ひとつで、その関係性は簡単に崩れてしまう。

（侯爵が俺を裏切るわけがないと思っていたが。……本当にそうか？　侯爵とアガサを引き合わせたのは、間違いだったかもしれない）

　利用価値がなくなって捨てられるのは、自分のほうかもしれないと危惧きぐの念が生まれる。

「侯爵……あのっ」

　メイナードが焦りを感じたその一瞬、なぜか周囲がざわついた。

「なんだ？」

「旦那様、大変です」

　執事が来て、メイナードに耳打ちする。さっと顔色が変わったメイナードに、マクベイン侯爵は眉を寄せて問いかける。

「どうした？　メイナード」

「き、騎士団が屋敷を包囲しているそうです」

「なんだと？」

　マクベイン侯爵は立ち上がり、不快そうにメイナードを睨んだ。
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　エルマーとフィランダーは第一騎士団の一部を率いて、メイナードの屋敷を包囲していた。

「いよいよだな」

「ああ」

　伯爵家の包囲は、王太子ヴォーレンの名のもとに行われたものだ。

　これで、麻薬取引の場を押さえられなければ、ヴォーレンの名に傷がつく。そのため、なんとしてでも、成果を出さなければならない。

「フィランダー。君はあまり目立たないほうがいい。先に中に潜入してアガサ嬢を救出して来いよ」

「ああ」

　ダンスホールから、メイナードが近づいてくるのが見える。フィランダーとメイナードは顔見知りなので、ばれるといろいろ厄介だろう。

「任せた」

　フィランダーは、静かにその場を離れた。すぐに、メイナードが抗議する声が背中に聞こえてくる。

「これはどういうことですか！」

「メイナード・チェンバレン伯爵。こちらで違法な取引が行われているとの通報がありました。王太子ヴォーレン・アスキス殿下の名のもと、調査に入らせていただきます」

「いくら王太子殿下の命とは言え、歴史ある伯爵家になんて無礼な……」

　エルマーとメイナードが口論している間に、フィランダーは外壁に沿って屋敷の奥へと向かう。武装した騎士たちが取り囲んでいるのに気づいた客や使用人が、にわかにざわめき始めていた。

　フィランダーが屋敷の裏手にまわると、反対側から旅装の男がやってくる。

「おい、あんた……」

「うわっ、騎士様！　これはいったいなんの騒ぎです？」

　近づいてみると壮年の男だ。

「この屋敷には、これから騎士団が調査に入る。ひとつ聞きたいんだが。この屋敷の庭師はどこにいる？」

「庭師は私ですが……」

　男の答えに、フィランダーはランプをかざして男の顔をよく見る。確かに、男は黒髪で目もとがアガサに似ていた。

「あんたがハーヴィーか。どこかに行くつもりなのか？」

「ここを出ようと思っていて……。驚いた。嬢ちゃんの言った通りだ」

　庭師は信じられないというように瞬きを繰り返す。

「嬢ちゃん？」

「ああ。この屋敷に出入りしている薬師のお嬢さんのことだ。旦那様が捕まるから、逃げたほうがいいと……」

「アガサのことだな？　彼女からあんたの保護を頼まれている。一緒に来てくれ」

「嬢ちゃんに？　なんで嬢ちゃんが騎士様と……」

　心配そうな庭師の眼差しに、フィランダーは少しだけ相好そうごうを崩す。

「俺は彼女を救うと約束したんだ。会ってすぐで信用できないかもしれないが、悪いようにはしないからついてきてくれ」

　庭師は不安そうだったが、頷いた。フィランダーはハーヴィーを連れ、騎士団員たちが集まる場所まで戻る。

「ライリー、保護対象者を見つけた。頼む」

「はい！　先輩は？」

「重要参考人を探してくる」

　そう言い、フィランダーは庭園へ向かって走り出した。

　以前記憶を消された場所、そこがおそらく、アガサの待機場所のはずだ。
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　人のざわめきが、いつもと違う。

（フィルたちが来たのかしら……）

　庭園のいつもの場所で、アガサは不安を感じながら周囲を見渡した。

　いつもなら、懇意になった客同士が愛を囁ささやくために散歩していたり、メイナードが記憶を消したい客を連れてきたりするのだが、今日はその気配が全くない。

（お父さんは逃げたわよね）

　アガサは大きく息を吐き出す。

　メイナードの悪事を裏付けるのに、自分の存在は不可欠だ。だからアガサは、このままここに待機して捕まるつもりだった。

　ガサガサと近くの生け垣が揺れ、アガサの緊張は頂点に達する。しかし、姿を見せたのはアガサが予想していたのとは違う人物だった。

「ここにいたか、アガサ嬢」

　マクベイン侯爵だ。普段、一般客を装い、ダンスホールから出ることのない彼の登場に、アガサは驚き目を見開いた。

「こ、侯爵様？」

「アガサ嬢。君を連れに来た。ここは危ない。私と一緒に逃げよう」

「どうして」

「どうやら、仮面舞踏会の真の目的がばれてしまったようだ。メイナードはその責任をとらねばならないだろう。しかし、君まで巻き添えを食う必要はない」

　マクベイン侯爵は、アガサの右手首を掴み、引っ張っていこうとする。

「やっ、離してください」

「悪い話じゃない。ここで捕まって、メイナードと一緒に落ちぶれるより、いい未来を用意してやる。君の能力さえあれば、私はたやすく望む地位を手に入れられるのだから」

「なっ……あなたはメイナードを見捨てるつもり？　あんなにあなたのことを慕っているのに？」

　アガサだってメイナードは嫌いだが、彼がマクベイン侯爵に裏切られる姿は見たくない。

「離してください」

　アガサが抵抗を続けると、マクベイン侯爵は、それまでの優しい笑顔を捨て、虫でも見るように睨んできた。

「おとなしくしろと言っているんだ。平民風情が俺に逆らえると思っているのか？」

　それは、メイナードからも感じる威圧と一緒だ。こちらを道具としか思っていないような冷たい視線に、アガサの身がすくんだ。
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　フィランダーは、庭園の中を走っていた。

　すでに騎士団は屋敷へ踏み込み、招待客はダンスホールの中に集められている。庭園にほとんど人の姿はなかった。

（アガサ……いるのか？）

　フィランダーはひと月前にアガサに記憶を消された場所へと走った。そこから、アガサと壮年の男の声がする。

「やめてください！」

「私の言うことを聞いていれば、悪いようにはしない」

　フィランダーはカッとなり、その場に踏み込んだ。

「なにをしている！　彼女を離せ！」

　振り向いた男は、マクベイン侯爵だ。

「ふん。誰だ？」

「ブロウズ家次男、フィランダー・ブロウズだ」

「私はスタンリー・マクベインだ。男爵家の次男風情が、私になんの用だ？」

　マクベイン侯爵はあくまでも威圧的だ。メイナードが捕まったとして、自分は言い逃れができると思っているのだろう。

　実際、エルマーの調べによると、闇商人とのつながりはメイナードが商人修行時代に手に入れたものらしい。

『先代当主の母親を失ったまだ若い伯爵を導くため、社交に力を入れろと進言しただけで、そこがブラックマーケットと化すだなんて誰が想像できるだろう』とでも言えば、いくらでもごまかせると踏んでいるのだろう。

「失礼しました、侯爵様。彼女は、私の恋人です。手を離していただけませんか？」

　フィランダーは口調を改め、彼の前に立ちはだかった。

「恋人？　正気か？　彼女は平民だぞ？」

「身分は関係ありません。私は以前彼女に助けられ、それ以来、彼女に焦がれてきたんです。その手を離してください」

　新しい事実を知ったマクベイン侯爵の、次の動きは速かった。

　すぐさまアガサを抱きすくめて拘束こうそくし、懐から短剣を取り出しアガサに突きつける。

「動くな。若造」

「侯爵、なにを！」

「まったく、手荒な真似などする気はなかったのだがな。……女、この男の記憶を消すんだ」

　拘束されたアガサは、かたくなに首を振った。

「嫌です」

「しなければ、君がしてきた数々の罪を彼に話すがいいのか？　騎士団所属の男が、罪人を妻になどするだろうか。……しないな。それどころか、君の存在は彼の重荷にしかならないだろう。彼をかばったところで、君に得になることなどないぞ。今ここで、彼の記憶を消し、私についてくるといい。悪いようにはしない」

「私なんてどうなっても構わない。彼の記憶は消しません」

　アガサの顔が悲しげにゆがむ。フィランダーは今すぐに彼らに飛びついて、アガサを男から引き離したかった。しかし、突きつけられた短剣が、今すぐにでもアガサを傷つけそうで、動くことができない。

「なかなか強情だな」

　マクベイン侯爵が小さく舌打ちをする。

　アガサは顔を上げ、フィランダーに目で訴えてきた。

　おそらく、自分になど構わず捕まえろとでも言いたいのだろう。

　実際、たとえ短剣を持っていたとしても、実戦経験のないマクベイン侯爵に負ける気はしない。しかし、人質をとられ、しかもそれが恋人となるとどうにも動けない。

　膠着こうちゃく状態にしびれを切らしたのは、アガサだった。

　アガサは渾身の力でマクベイン侯爵の腕を押しやり、彼の腕から逃れようとしたのだ。

「貴様っ……！」

　侯爵はアガサに短剣を振り下ろし、アガサはよけきれなかった。

　短剣は二の腕のあたりを切り裂き、鮮血が飛び散る。しかし彼女は怯ひるまず、そのままマクベイン侯爵に体当たりした。

　フィランダーは一瞬、頭が真っ白になる。

「アガサ！」

「フィル！　冷静になりなさい！　チャンスは今しかない。侯爵を捕まえて！」

　アガサの声にはじかれたように、フィランダーは駆け出し、よろけて膝をついていたマクベイン侯爵を力いっぱい殴った。侯爵はバランスを崩し、そのまま地面に転がる。

「おのれ、男爵子息風情が！」

「黙れっ。メイナードを裏で操っていたのはお前だろう、マクベイン侯爵。平民に小麦を安価で流し、貧困を救った救国の英雄。そう言われたあんたの本性がどれだけ腐っているのか、これから白日の下にさらさせてもらう。おとなしくしろ！」

「はっ……、冗談じゃない。くそ……そんなことになるくらいなら」

　倒れた侯爵が、なにかを口にするのが見えた。すると途端に顔が青ざめ、喉をかきむしり始める。

「くそっ、毒か？」

　自害の準備までしているとは、どこまで用意周到なのか。

　泡を吹いて倒れたマクベイン侯爵の意識がないのを確認し、フィランダーは彼から離れた。

「人を呼んでくる。アガサ、大丈……」

　アガサは腕を押さえたまま、地面に倒れていた。うずくまったまま、呼びかけにも反応しない。

「アガサ？」

　抱き起こすと、血が出ているからか顔色がひどく悪い。額には汗が浮かび、意識は朦朧としている。

　近くに落ちている短剣をよく見ると、一部色の変わっているところがある。

「まさか……これにも毒が？」

　フィランダーは青ざめ、アガサを抱いて立ち上がる。

「誰か！　騎士団の奴はいないか！」

　麻薬密売の証拠捜しのため、屋敷や庭園に入って来た騎士たちは、フィランダーの声に集まり、倒れたマクベイン侯爵を連れていった。

　フィランダーはアガサを抱いたままエルマーのもとに戻り、急ぎ医者を手配するよう叫んだ。

　闇が深まりゆく中、チェンバレン伯爵家の仮面舞踏会は、終焉しゅうえんを迎えようとしていた。
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「アガサ嬢は城の客室で保護している。そう怖い顔をするな、フィランダー」

　ヴォーレン王子に言われても、フィランダーは黙っていられない。

「いい加減、会わせてください」

　襲撃の夜から、丸一日が過ぎている。

　フィランダーは後処理のため、騎士団のほかの仲間とともに、チェンバレン伯爵邸に残った。

　その場にいた招待客や商人の身許確認、そのうち、違法薬物にかかわった人物をより分け拘束し、一般客と思しき人物は連絡先を聞き、数日の謹慎きんしんを言い渡す。

　そのあとは、メイナードの執務室から、仮面舞踏会に関する資料や帳簿などを持ち帰るため、箱に詰め、文官たちの待つ部屋へと運んだ。

　寝る間もなく仕事をこなし、ようやくヴォーレンとエルマーが待つ執務室へとやって来たのだ。

　襲撃のあと、アガサは城に運ばれ、宮廷侍医の治療を受けた。

　短剣に塗られていたのは毒ではなく、眠り薬だったようで、命には別状はないそうだ。本来は、においを嗅がせることで眠らせる効果のあるもので、おそらくは短剣を突きつけられている間に嗅いでいたから、眠ってしまったのだろうということだった。

　マクベイン侯爵は、毒による死亡が確認され、メイナードもエルマーによって身柄を確保された。今は取り調べを受けていて、罪状が確定した時点で、爵位はく奪となる予定だ。

「アガサの怪我の具合はどうなのですか」

「見た目ほどひどい傷ではないらしい。心配せずとも、ひと月もすれば完治するだろう」

「ひと月も……」

　フィランダーは唇を噛みしめる。

「アガサはどうなるのですか」

「彼女がチェンバレン伯爵家の血を継いでいて、記憶を消す能力があるのは間違いない。実際にメイナードの悪事に手を貸していたと本人も認めている。もちろん、協力してくれたことを考慮し処罰を言い渡すつもりだが、すぐには無理だ」

　ヴォーレンはヴォーレンで、今回の騒動の残処理に追われていた。

　メイナードの顧客名簿には、国の多くの有力貴族の名が記載されていた。違法薬物売買にかかわった貴族を一斉粛清しゅくせいするとなると、今度は貴族自体の数が足りなくなる。処罰の程度も悩ましい。

「思っていた以上にこの国の貴族は腐っていた。こうなると、我々もアガサ嬢の力を借りねばならないかもしれないな」

「記憶を消す能力のことですね」

「ああ。使いようによっては危険な力だ。どんな悪事も覆い隠すことができるのだからな。だからこそ、チェンバレン伯爵家の能力については、王家と伯爵家のみ、しかも、後継者にだけ、受け継がれてきたのだろう。父が病床についたのと、前チェンバレン伯爵が自死したのはほぼ同時期だ。私もメイナードもそれを伝え聞くことはなく、危うく異能自体が闇へと葬られるところだった」

「メイナードは異能のことをどうやって知ったのでしょうね？」

　フィランダーの疑問に、ヴォーレンが答える。

「マクベイン侯爵だよ。彼はかつて、父上の補佐官として働いていた。異能そのものがなにかはわからなくとも、なにかしら特別な力を秘密として共有していることくらいは感じ取っていたのだろう。メイナードは侯爵に言われ、伯爵家に伝わる異能がなんなのかを調べ上げた。衝撃だっただろう。自分が後継者教育をされなかった理由が一目瞭然だからな。一方、私も禁書庫を調べていて、チェンバレン伯爵家と王家のつながりを見つけた」

　禁書によれば、建国時からの歴史を持つチェンバレン伯爵家は、記憶を消す異能を、代々王家のために使ってきた。その能力は国家存続のためにのみ使われるもので、その枠を超えて私欲に走った場合は、王家が責任をもって粛清するとされている。

　歴代の王は、反乱の後処理に、異能を使っていたらしい。

　例えば、第二王子を立て、反乱を起こしたときなどだ。処刑による粛清を好まない王は、彼らの記憶を消し、田舎に放逐ほうちくしたという。

「どうして、国王陛下は殿下にお伝えにならなかったのですか？　病床で話をすることさえできないほど、状態がお悪いのでしょうか」

　フィランダーの問いかけにヴォーレンは首を振る。

「いいや。父上には聞いてもわからないだろう」

「……え？」

　フィランダーはふと、疑問に思う。

　国王陛下はこの七年間、公の場に姿を現していない。肉親であるヴォーレンとも話ができないくらいの状態なのだとしたら、もっと前に身罷みまかられてもおかしくはないのではないだろうか。

「陛下の病気はいったい……」

「国民には伏せているが、父上は、記憶のほとんどを失っているのだ」

「……え？」

「七年前、突然記憶をなくした父上は、とても公務をできるような状態ではなかった。しかし、当時の私は十五歳だ。国政を担える年齢ではない。だから、病気療養という形にして、貴族議会に権限を委ねることにしたのだ」

　記憶を失う……その状態に、フィランダーは覚えがある。

「もしや、陛下の記憶を消したのは……」

「うん。チェンバレン伯爵家の異能の正体を知ってから、私もその可能性を考えていた。同時期に自殺したという、先代の伯爵が父上の記憶を消したのだろう」

「前チェンバレン伯爵は、なにか陛下に恨みでもあったのでしょうか」

　チェンバレン伯爵家と王家は、同じ秘密を共有し合う関係だ。王家がなければ伯爵家を維持するのも難しい。お家のことを考えれば、伯爵家が王家に逆らう理由はないはずだ。

　疑問を投げかけたフィランダーに、ヴォーレンは苦笑しながら続ける。

「以前から気になっていたことなのだが、メイナードのあの瞳の色は珍しいと思わないか？」

　フィランダーはメイナードの容姿を思い出す。鮮やかな赤毛のせいで、顔の印象は薄い。

「何色でしたっけ……すみません。覚えていなくて」

「やや黒に近い紫だ。私のほうが明るいが似たような色だろう。紫の瞳は、王家に連なるものに現れる色なのだ」

「まさか……」

　フィランダーとエルマーが顔色を変え、ヴォーレンを見やる。

「メイナードはフィランダーと同期だと言ったな。であれば、メイナードが生まれた当時、前伯爵は十九歳、父上は二十一歳だ。父上は二十歳で母上と結婚したから、関係を持った時はまだ結婚していない可能性がある」

「しかし、結婚せずとも婚約はされていたでしょう。一国の王……当時は王太子ですが、そのようなことをなさるでしょうか」

「男女のことは誰にもわからないさ。君のような堅物でさえ、アガサ嬢を救うために私に食い下がるほどには狂うんだ」

　そう言われてしまうと、フィランダーには否定もできなかった。確かに、焦がれる気持ちは理性を簡単に凌駕りょうがしてしまう。

「仮にふたりがひかれあい、一線を越えたとして、なぜ結婚できなかったのでしょう。伯爵家なら家格かかくは劣るが、建国時からの歴史を考えれば、反対されることもなかったのでは」

「まあ、建前として子供の頃から決まっていた母上との婚約を破棄できなかったことと、チェンバレン伯爵家を廃れさせるわけにはいかなかったのだろう。異能持ちの家系だからな」

　だから一夜限りの関係を持った。もしかしたら、思い出を作るための同意の行為だったかもしれない。

　しかし予想外に、彼女は妊娠をしてしまった。

「おそらく、伯爵は秘密裏にメイナードを産んだのでしょうね。以前、殿下の命でチェンバレン伯爵家を調べたときに、彼女の結婚についても調べましたが、確かに不審な点がありました。陛下の結婚より先に、突然、家格の低い男爵家から婿を取ったのです。それも、メイナードが五歳になる頃には離婚しています」

　エルマーが補足するように言えば、ヴォーレンも頷いた。

「契約結婚だったのかもしれんな。そうして、秘密をひとりで抱えていたということか」

　しかし、王家の色を宿した瞳のせいで、わかる人にはわかってしまう。メイナードが十八歳となり城に出仕するようになれば、国王と顔を合わせることもあっただろう。

　ほかの誰が気づかなくとも、身に覚えのある国王だけは気づく。

「ここからは想像でしかないが、父上はメイナードを正式に息子として認めたいと言ったのではないか。しかしそうなれば、私の立場はもちろん、いろいろなものが揺らぐ。考え抜いた末、チェンバレン伯爵は父上の記憶を消した。……政務ができないほど記憶を失うことになるとは思わなかったのではないかな。だからそのあと、彼女は耐えきれずに自害したのではないだろうか」

　あくまで想像に過ぎないが、そうであれば、納得はできる。

「アガサ嬢が言うには、異能をコントロールすることは難しいそうです。対象者の一番気にしている事柄に対してだとより効果を発揮するそうなのですが、それが頭の大部分を占めていると、自分のことさえ忘れてしまうこともあるのだとか。フィランダーがそうでしたね。陛下も同じように、チェンバレン伯爵のことで頭がいっぱいだったのかもしれません」

　フィランダーは記憶を消されたとき、自分の名前さえ忘れたことを思い出す。確かに頭の中はアガサでいっぱいだった。相手への想いが強ければ強いほど、実生活に支障が出るほど忘れてしまうのかもしれない。

　だとすれば、国王陛下は伯爵のことを結婚後も強く思い続けていたのだろうか。

「……メイナードは、自分が王家の血を引くことに気づいているのでしょうか」

「どうだろうな。私に対抗するそぶりは見たことがないから、知らないんじゃないか？　だが、マクベイン侯爵は気づいていたかもしれないな。いずれ私を陥れたあと、自分が王になれないときは、メイナードを唯一の王位継承者として立てるつもりだったのではないだろうか。メイナードは前伯爵死後、支えてくれたマクベイン侯爵の言うことを聞くだろうし」

「なるほど」

「……王位にそれほどの魅力があるものかね……」

　ヴォーレンは目を伏せ、しみじみとつぶやく。

「まあ、マクベイン侯爵が死んだ以上は、本当の思惑はわからない。今更そこを追及するのも無意味だろう」

「そうですね」

　フィランダーもエルマーも納得したように頷いた。

「で、殿下。話は戻しますが、俺をアガサに会わせてください」

　忘れていなかったのかとでも言いたげに、ヴォーレンが眉を寄せた。

「……悪いが、しばらくは無理だ。取り調べもあるし、なにより彼女自身が、君には会いたくないと言っている」

「そんな馬鹿な！」

「本当だよ。自分は罪を犯した人間だから、君のもとにはいけないって言っている。君がそんなことを気にしないのはわかっているけど、アガサ嬢の気持ちもわかるよ。少し放っておいてあげれば？」

　エルマーにも言われ、フィランダーは絶望で目の前が真っ暗になった。

「……君は君にできることをしてあげたら？」

「俺にできること？」

「保護していた庭師がいたじゃない。彼、どうすればいい？」

「ああ。それは……」

　フィランダーはもどかしい気持ちを抑えながら、頷いた。
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　豪華な意匠いしょうが施された暖炉や壁飾りがある客室で、アガサはため息をついた。

　アガサがこの客室に通されてから、一週間が経つ。

　毎日、怪我の治療にと宮廷侍医がきてくれたおかげで、腕は随分よくなっていた。

　時折、エルマーという名の文官が来ては事情聴取をしていく。アガサはエルマーに知っていることを全て話し、自分も処罰してほしいと告げた。

　即答されると思ったのに、エルマーは明言を避け、『王太子殿下の裁可さいかを待ちましょう』と言うだけだ。

　食事は十分に提供され、メイドたちが身ぎれいにしてくれる。頼めば図書室から本も持ってきてもらえ、外に出られない以外は自由だ。あまりの待遇の良さに、アガサは逆に居心地が悪い。

（フィル……無事なのかしら）

　アガサが物思いにふけっていると、ノックの音がした。

「はい」

「失礼いたします。ただいまより、ヴォーレン殿下がお越しになります」

「は、はい！」

　まさかの大物の登場に、アガサは慌てて立ち上がる。

　頭を下げ、王太子が入ってくるのをじっと待っていると、従僕が殿下のための椅子を運んでくるのが見えた。そしてその前に、豪華な衣装の人物が立ち止まる。

「面を上げよ」

　アガサは顔を上げる。金髪の男性がヴォーレン殿下だろう。横に、エルマーがひかえている。

「名前は」

「アガサ・ロングハーストと申します」

「ロングハーストは父方の姓か？　君が、チェンバレン伯爵家の次女、シェリル・チェンバレンの娘であることは間違いないのか？」

「母の名はシェリルで間違いありませんが、姓はわかりません。母は私に、伯爵家の血筋だと言ったことはありませんでした。親族だと聞かされたのは、メイナード様からです。確かめるすべは私にはありませんでした」

　アガサは正直に告げた。ヴォーレンは小さくため息をつき、眉間を押さえながら続けた。

「君は記憶消去の異能を使えるな？」

「はい」

「であれば、チェンバレン伯爵家の血筋であることは間違いない。女性にだけ継承される能力だそうだ。前チェンバレン伯爵には娘はおらず、その母親も早世している。君の母上も亡くなっているのだから、残るのは君だけだ」

　アガサは黙っていた。だとすれば、自分さえ死ねばこの忌まわしき力を継承する者はいなくなるのだ。

「確認しよう。君はメイナードの命令で、要人の記憶を消した。間違いないか？」

「はい。チェンバレン伯爵家で行われる仮面舞踏会には、必ず呼ばれていました。実際に記憶を消すのは毎回ではありません。ただ、その日は必ず待機するよう言いつけられていました。必要があれば、記憶を消すようにと」

「なぜ君はメイナードの言いなりに？」

　ヴォーレンの問いかけに、アガサは力なくほほ笑んだ。

「メイナードは五年前、私と父母が田舎でひっそり暮らしていたところに、突然現れました。母に異能がないのを知ると、母に短剣を突きつけ、私に父の記憶を消すように言ったのです。私は、……母が殺されてしまうのではないかと怖かった。それで、父の記憶を消しました。異能を受け継ぐ存在がいたことに、メイナードは満足そうでした。……けれど、約束は守られず、母はそのまま殺され、私と父はこの王都に連れてこられたのです。父の命を盾に取られた私はメイナードの言いなりでした。……でも」

「でも？」

「私に罪がないとは言いません。脅されていたとはいえ、力を使ったのは私です。だから、私を処刑してほしいのです」

「なに？」

「そうすれば、もう誰も記憶を消されることはありません。私も、この能力を使わなくて済みます」

　アガサの必死の願いに、ヴォーレンは渋い顔を、エルマーは興味深げな表情をした。

「君の願いを聞くと、私は忠臣をひとり失うことになるな。それはまずい。それに、異能が悪いわけではなかろう。使い方が悪かったのだ。王家としてはチェンバレン伯爵家の血を絶やされるのは困る」

　そこにエルマーが口を挟む。

「アガサ嬢、異能は悪いものではないのですよ。禁書によると、かつてチェンバレン伯爵家は王家の懐剣かいけんと言われていたそうです。ご存じですか？」

「いいえ」

　懐剣とは、護身用の短剣のことで、身を守るために使われるほか、いざというときの自決用にも使われると聞いたことがある。

「建国時、重要な能力を持つチェンバレン氏を伯爵位に置いたのは、意味があったはずです。使い方を間違えれば国家転覆をも行えるような力ですからね。おそらくですが、チェンバレン家に権力を持たせすぎないよう、貴族としては第三位となる伯爵位を与えたのだと思います。そして王が失政を行ったときは、その能力を使って止めることができるように、その力を継承させ続けてきたのでしょう。危険だが絶やせない力。あなたの持つ力は、そんな風に王家に認められたものなのですよ」

「でも……」

「実際、この度の粛清では、必要となります。あまりにもかかわった貴族が多すぎる。全員を処罰することはできません。違法薬物を購入しただけの貴族は、品物を回収し、記憶を消すことで放免とすることになるでしょう」

　エルマーの説明に、ヴォーレンも頷く。

「そういうわけだ。力を貸してもらえないだろうか」

「それは……でも、私は」

「もちろん、君にもそれなりの罰は与える。今後は監視付で生活してもらうことになるだろう。しかし、それ以外は自由にしてかまわない」

「はい」

　思ったよりも軽い処罰だ。アガサは拍子抜けし、複雑な気分になった。

「では、その監視を紹介しよう。入れ、フィランダー」

「……え」

　中に入って来たのは、フィランダーだ。彼は、アガサを見るなり駆け寄ってきた。

「フィル……」

「アガサ、無事か。なにもされていないな？」

「人聞きが悪い言い方をするな。フィランダー・ブロウズ。そなたに命令だ」

「はい！」

　はじかれたように、フィランダーが返事をする。

「王家はチェンバレン伯爵家を没落させるわけにはいかない。正当な継承者であるアガサ嬢の監視とサポート役を兼ね、貴殿に婿入りを命ずる」

「……え？」

「継承……？」

　フィランダーもアガサもぽかんとしている。

「メイナードはそもそも継承権がない。異能がないからな。それに今回の件であいつは爵位はく奪だ。だが、国はチェンバレン伯爵家を失うわけにはいかない」

　ヴォーレンは立ち上がり、アガサの顎を持ち上げる。

「アガサ嬢、これは命令だ。フィランダーとの結婚を受け入れ、王家の懐剣となれ。社交などはしなくていい。ただ、チェンバレン伯爵家を維持し続けてくれればいい」

「ですが、私に子ができれば、またこんな力が……」

「その力は悪いものではない。使い方さえ間違えなければな。だから必要なのは愛し合う両親だ。正しさを子に教えることができれば、その使い方を迷うこともあるまい」

「ですが」

「反論は聞かない。言っただろう、命令だと。あとは夫となるフィランダーと話せ。アガサ嬢はすべてが片付くまでこの客室に滞在するように。以上だ」

　ヴォーレンは立ち上がり、つかつかと歩いていく。

　エルマーがぱちりとウィンクして去っていった。

　残されたアガサは、ぽかんとしたままだ。フィランダーに手を握られて、ようやく言葉が出る。

「……フィル、私、夢を見ているのかしら」

「ヴォーレン殿下は一度言い出したら撤回しないよ。それとも君は嫌だろうか。俺が夫になるのは」

「……いいえ。いいえ」

「であれば、君の手を取らせてほしい。俺を、……幸せにしてほしいんだ」

　腰を引き寄せられ、抱きしめられる。思いもよらない展開にアガサは力が抜けたようにその身を彼に預けた。






　それから一時間後、客室に小さなテーブルセットが運び込まれた。

　ヴォーレンはそこにふたり分の食事を用意させ、『ふたりでしっかり話し合うように』と伝言まで寄こした。

「アガサ、腕の怪我は大丈夫か？」

「ええ。左腕だし、生活にそこまで支障はないわ」

「じゃあ……、いただこうか」

　ふたりは向かい合って席に着いた。

　そして、十五分後、アガサは腑ふに落ちない状況になっていた。

　あとはデザートのフルーツのみとなった頃、彼はアガサを近くに呼び寄せ、膝の上に座らせたのだ。

「どうして膝に載せるの。私は子供じゃないわ」

「だって君はすぐ逃げようとするから」

「もう逃げないし、逃げられないわ。王太子命令だもの」

「じゃあ、おとなしくしていてくれ。以前はアガサが食べさせてくれただろう。俺もしてみたかったんだ」

　綺麗に盛りつけられたみずみずしい果実を手に取ったフィランダーは、それをアガサの口へと入れた。

「行儀が悪いわ」

「ふたりきりだ。構わないさ」

　なにを言っても動じない彼に、アガサは抵抗しきれず、結局全部食べさせてもらった。ようやく終わったと立ち上がろうとすると、お腹に腕を回されて捕まえられた。抵抗する間もなく、首筋に口づけられる。

「ちょっと、あっ」

「かわいい。いいにおいがする」

　彼の手はお腹のあたりから移動し、ドレスの上からアガサの胸に触れる。アガサがもじもじと動いている間に、彼はその手を器用に動かし、ドレスの前をはだけさせた。

　むき出しとなった胸の頂を、指で直接いじられる。先ほどよりも強い刺激に、アガサの体が小さく跳ねた。

「ちょ、やめて」

「駄目だ。なんだか止まらなくなってきた」
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　そのまま、フィランダーはアガサを横向きに抱き上げ、同じ室内にあるベッドに彼女を抱えたまま腰を下ろす。

「君を食べてしまいたい」

「私は食べ物じゃないわ」

「そうかな。……これ以上ないほどうまそうだが」

　次の瞬間、ふくよかな胸の頂が彼の口に含まれた。

「やっ……」

「ほら、うまい」

「ああっ、だめっ」

　アガサは胸への刺激に弱い。抵抗するような言葉が、だんだん甘ったるい色を帯びてくる。

「……んんっ」

　自分の出した声が恥ずかしくてうつむくと、胸もとから顔を上げたフィランダーに唇を奪われる。

「かわいい」

　フィランダーは丁寧にドレスを脱がしていく。アガサを後ろ向きに抱き直し、肩甲骨から首筋に向かって、彼女の肌を舌でなぞった。

「ん……あっ」

　まるで誘っているような甘い声が出てしまい、アガサは困り果てていた。

　フィランダーの唇や手が、体の上を這う。先ほどフィランダーの唾液で濡らされた胸の先端は、ツンと固く立ち、彼の指をしっとりと吸いつけた。彼は、そこだけでなく、時折全体を揉みしだき、アガサの理性を奪っていくのだ。

　恥ずかしくてたまらないのに、呼吸は荒くなり、体中が熱を持っていく。ここはお城なのにと思いながら、もっと触ってほしいと願う気持ちが、全身からあふれてしまう。

「アガサ。アガサ……！」

「あん、……ん！」

　フィランダーの呼吸も荒くなり、お尻のあたりに固いものが押しつけられた。それが彼の興奮の証だとわかると同時に、懇願の声がする。

「アガサ、君を抱きたい」

（……私も、あなたに抱かれたい）

　アガサは観念して頷いた。抵抗するそぶりをしてみたところで、実際はアガサ自身も彼が欲しくてたまらないのだから。

　次の瞬間、アガサは彼によってベッドに押し倒され、唇をふさがれた。

　激しい口づけにできる限りで応えていると、頭が朦朧としてくる。

　外気に触れて泡立った肌に、彼の熱のこもった手のひらが触れられると、そこから熱が広がっていくような気がした。

　フィランダーはアガサの包帯のまかれた腕にキスをする。

「ごめんな。守れなくて」

「いいえ。私こそ、盾にもなれなかったわ」

「君を失うと思ったら正気じゃいられない。もう二度と、あんなことはしないでくれ」

　フィランダーを守るためならば、アガサはいつでもこの身を投げ出すだろう。だけど、こんな悲しそうな顔で言われたら、頷かないわけにもいかない。

「ええ」

　仕方なく頷くと、フィランダーはほっとしたように、動きを速めた。

「あっ、……あっ」

　敏感な胸の先端は、触れられるだけでも感じてしまうのに。彼は親指の腹でそこをくすぐったあと、舌を使っていじめた。

　最初は優しく、円を描くように乳輪をなぞり、押しつけるように中央の突起をつつく。

「あ……ん」

　鼻から抜けるような甘い声がでて、アガサは全身が熱くなっていく。

　体の形をなぞるように全身を這う手のひらに興奮し、まだ触れられているわけでもないのに、下腹部がジワリと濡れてくる。

　いつの間にかドレスは床の上に投げ出され、最後の砦だった下着も、今まさにフィランダーによって取り払われようとしていた。

「かわいい。……全部、みせてくれ」

　フィランダーの舌は、遊ぶようにへそをいじったあと、太もものほうへと移った。両腕で脚を掴んで持ち上げ、キスをする。そのキスが、どんどん付け根に近づいてきて、アガサは思わず言ってしまった。

「駄目、……あの、汚いわ」

「どこもかしこも綺麗だ。アガサはもっと、自分に自信を持つべきだ」

　ぺろりと、茂みを舐められる。腰が浮き、体がうずいてしまう。

「きゃあっ」

「かわいい。ここも、ここも」

　手で胸をいじりながら、フィランダーは顔を股間にうずめ、アガサの一番敏感な部分を探った。

　割れ目をなぞるように舐め、固く感じる部分を探り出し、そこを丁寧に舐めていく。

「や、駄目。あ……ああ、ああああああっ」

　耐え兼ねたようにアガサがもがくも、フィランダーに押さえつけられていて逃れられない。

　波のように襲ってくる快感は、アガサの理性を押し流してしまう。

「あ、駄目。気持ちいいの」

「うん。素直に感じて」

「あ……、そこ、や、……はっ」

「ここ？」

「や、あ、おかしくなるっ」

　体の中央から、なにかがせりあがってくるような気がした。

　正気を保てなくなりそうで、アガサは身をよじろうとするが、逃がさないとばかりにフィランダーの舌の動きが速まる。

　気持ちがいいところを舐められ、ぞわぞわと快感が背筋を這う。

　目の前がチカチカして、ただただ荒い息と嬌声を吐き出すことしかできない。

「あ、あああ、……っ」

　やがて、目の前が白んだ。

　体中に溜まっていた快感がはじけ飛び、脱力感が体を包む。

　荒い呼吸が治まらず、涙目でフィランダーを見れば、彼こそ限界を感じるほど欲情していた。

　汗ばんだ体と、自分を欲する瞳、上気した頬。全身で欲しいと言われているようで、アガサは無意識に手を伸ばし、彼を引き寄せキスをしていた。

「アガサ」

「好き。大好きよ、フィル。来て、私の中に」

　その言葉を皮切りに、フィランダーはアガサの太ももを掴み、自らの情熱を一気に埋め込んだ。

「んんっ」

　熱く太いそれを飲み込むのは、たやすいことではなかった。圧迫感がすごく、苦しいくらいだ。けれど、潤み溶けきったアガサの中はすぐにそれを受け入れた。

「は……熱いな、アガサの中は」

「あなたも熱いわ」

「……幸せだ。君とこうして、つながっていられるなんて」

　労わるように髪を撫で、キスをくれる。そしてフィランダーは、ゆっくりと体を動かした。

「あっ、ああっ」

　こすられる感覚は、痛いのに気持ちがいい。ぐちゅぐちゅという水音が卑猥ひわいに響き、アガサの官能が高められる。

　ずっと、ひとりで生きなければならないと思っていた。

　母を失い、父を失い。自分を守れるのは自分だけ。

　こんな風に自分のすべてをさらけ出し、この体を差し出すことができる日が来るなんて、思わなかった。

「フィル。愛しているの」

「俺もだ。アガサ。……アガサ！」

　フィランダーの動きが速くなる。

　アガサももどかしさを感じ、ともに腰を動かした。

　互いに与え合う快感は、やがてはじけた。彼の白濁がアガサの中に入って来て、アガサは一瞬、子供ができたらと不安になった。が、満足そうな彼の表情を見ていると、不安が霧散むさんしていくのがわかった。

〝もし同じ能力を受け継ぐ女の子が生まれたら〟

　そんな不安は常にある。だけど彼とならば、最良の道を選べるのではないだろうか。

　その力を正しく使うために、ともに導いていけるのではないだろうか。

「ずっと、一緒にいてくれる？」

「もちろんだ」

　断言した彼の胸に頭を寄せれば、フィランダーはしっかりと抱きしめてくれた。










＊　＊　＊











「私、こんなに、幸せになっていいのかしら」

　先ほどまでの興奮から覚めてきた頃、アガサは不安げにつぶやいた。

　フィランダーは彼女の顔が見える位置まで体をずらす。ふたりの間に隙間ができて、少しだけ身震いをした。

「どうしてそう思う？」

「だって。多くの人の記憶を消したわ」

「しかし、彼らは記憶を消さなければ存在を消されていた。俺を含めてな」

「フィルは記憶を取り戻したからそう言えるのよ」

　フィランダーは彼女の髪をすく。きっと一生、彼女は自分の力を負い目に生きるのだろう。

　彼女はこの力の根絶を望み、ヴォーレンは維持を望んでいる。正直、フィランダーにはどちらが正しいのかわからない。

　ただ、持って生まれた力を否定するのは、違うような気がしていた。

　だってフィランダーが出会ったのは、その力を持ったアガサだし、次代はともかく彼女自身の力がなくなるわけではないのだから。

「過去にしてしまったことはもとには戻らない。であれば俺たちはこれから、君の力をいい方向に生かすことを考えていかなくてはいけないのだと思う」

「いい方向？」

　アガサはきょとんとフィランダーを見上げた。そのあどけなさが、今までで一番アガサを年相応に見せて、フィランダーの胸もドキドキする。

「この力を、どう使えばいいの？」

「アガサは記憶を消すのを悪いことだと思っているんだろう？　しかし、記憶のせいでうまく生きられない人間もいるだろう。そんな人たちにとって、君の力は救いとなるのではないだろうか。それに、その力を使わずとも、アガサは人を救うことができる」

「どうして？」

「君は薬師だ。最初に出会ったときからずっと、君は人の命を救うために必死だったじゃないか」

　アガサの目に涙が浮かび上がる。

「君が望むなら、俺はこの先、誰かを救うために生きる。それで君が笑ってくれるなら、俺には価値のあることだから」

「フィル……」

「君のお父さんを保護している。父親として……は難しいかもしれないが、庭師として一緒に暮らしてもらうのはどうだろう」

　フィランダーの提案に、アガサは目を潤ませた。

「そうね。そうする。お父さんと、あなたと、一緒に……」

　幸せそうに微笑むアガサを見ているだけで、フィランダーも幸せな気持ちになる。

　夫婦になるということは、多くの感情を分けあう存在になることなのだと、フィランダーは思う。

　ひとりで考えていても答えの出ない多くのことを、これからはともに考え、ともに悩んでいくのだ。

　ふたりで決めた結論は、ひとりで出した結論よりも、ずっといい未来を引き寄せてくれるだろう。

　翌朝目覚めたとき、アガサはなぜか泣いていた。

「朝になってもあなたが側にいるのが幸せで……」

　とんでもなくかわいい理由に、フィランダーは、欲望の混じった感情を抑え込むのに苦労したのだった。
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　一年後、ヴォーレン・アスキスは二十三歳という若さで、即位した。

　前国王の病状について、詳細が明かされることはなかったが、不治のものであることだけは伝えられた。彼は離宮にて、前王妃とともに隠居生活を送ることとなる。

　チェンバレン伯爵家での騒ぎを受け、多くの有力貴族が、処罰を受けた。主催者であるメイナードとマクベイン侯爵に関しては名を公表されたが、他の処罰者の名は公表されなかったため、逆に貴族間ではこの話を口に出すことはタブーとなった。

　マクベイン侯爵は自決したため、そのまま爵位はく奪となり、彼の妻と子供夫婦は、妻の実家に戻り細々と暮らしているという。

　メイナードは廃嫡され、平民として田舎へと放逐されることとなった。

　暴れる彼の記憶を消したのは、アガサだ。

　記憶が消えた途端、憑つき物が落ちたかのように、彼は平民としての暮らしを享受し始めた。

「もともと、権力に固執する人間ではなかったのかもな。ほかに跡継ぎがいないというプレッシャーが、メイナードを壊したのかもしれない」

　フィランダーにそう言われ、アガサは不思議な気持ちになった。

　この異能が、人を救うところを初めて見たのだ。それが他ならぬメイナードだったことに不思議な因縁を感じる。

　チェンバレン伯爵家は、フィランダーの婿入りを条件に、アガサが継ぐこととなった。

　建前上は、貴族とは言えない暮らしをしていた伯爵家の遠縁の女性が跡を継ぐことになったことから、ブロウズ男爵家の次男が婿入りし、貴族としてのふるまいを教えることになったのだということになっている。

　新しいチェンバレン伯爵は、育ちを気にしてか、ほとんど社交界には顔を出さなかったため、貴族の間では、引きこもり伯爵という名で呼ばれることとなった。






　一方、王都では新しい救護院が評判となっていた。

　チェンバレン伯爵家の敷地にあるダンスホールを改装して作られたそこは、身分を問わず人を受け入れ、身体が不調の者には薬を、心身が不調なものには心のケアを行う施設だ。

　わずかな治療費しか取られないことから、利用者の多くは医者に診せるお金がない平民だ。

　しかし値段とは裏腹に良質な薬を処方し、適切な治療をすることから、民は感謝と同時にその経営を心配していた。

『チェンバレン伯爵家の支援を受けているので、気にしないでください』

　責任者の女性にそう言われ、『なるほど、引きこもり伯爵はそう悪い人間ではないらしい』と、平民や貴族は納得し、チェンバレン伯爵にささやかなお礼状を送るのだった。

　その治療を行っているのが伯爵本人なのは、内緒の話だ。






「はい。次の方」

「あの、先日はありがとうございました」

　アガサが異能を使うことは、もうほとんどない。

　今後も、王家からの要請があれば使うことになるが、ヴォーレンは、それは最終手段と考えているようで、エルマーとともに議会の改革に励んでいる。

　アガサの仕事は以前と変わらず、薬草を育て、薬を作ることだ。

　そして、救護院に来る人たちを救い、笑い合う。

　夫のフィランダーは騎士として日々忙しく暮らしており、ハーヴィーは記憶が戻ることはなかったが、チェンバレン伯爵家の庭を今も美しく整え、薬草畑の管理もしてくれている。

　そうして引きこもり伯爵とその夫は、子をもうけ、仲むつまじくひっそりと生涯を過ごしたのだった。







【Ｆｉｎ】
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